
広報くりはら　令和７年２月１日　　２８今月の表紙：さをり織りを制作する鈴木さんと小岩さん

　「栗原の人たちが大切に受け継いでき
た食文化を多くの人に知ってもらいた
い」と話す、狩野さん。
　狩野さんは、一迫地区にある餅店の後
継者として家業に携わり、間もなく５年
目を迎えます。家業に興味を持ったのは、
進学した大学で経済学を学んだときのこ
と。専門的な視点を身に付ける中で、家
業が長年、人を雇用しながら地域に寄り
添い、事業を継続していることのすごさ
に気付かされたと言います。
　仙台市などにも積極的に物販に赴く狩
野さんは、うるち米の米粉から作るしん
こ餅を通じて、栗原の食や餅文化をお客
さんに伝えられることが、うれしいと言
います。また、懐かしそうに購入するお
客さんもおり、栗原が長い歴史の中で大
切に継承してきた食文化、そして、それ
を支える農業をこれからも伝えていくこ
との大切さを実感しています。
　水稲の兼業農家でもある狩野さんは、
農業が盛んな地域性を生かし、若者が誇
りを持って農業ができる地域にしたいと、
若手農業者と連携し、６次産業化に取り
組みたいと意気込んでいます。

栗原の食や餅文化を伝えたい

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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若
柳
地
区
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
す
ぷ
り
ん
ぐ
で
は
、
利

用
者
の
生
産
活
動
に
、
さ
を
り
織

り
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

所
長
の
二
階
堂
さ
ん
に
、
活
動

の
き
っ
か
け
や
、
さ
を
り
織
り
が

果
た
す
役
割
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

個
性
を
生
か
し
た
活
動

さ
を
り
織
り
は
、
15
年
以
上
前

か
ら
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
き
っ

か
け
は
、
当
事
業
所
の
前
身
に
当

た
る
作
業
所
の
職
員
が
、
東
京
の

障
害
者
福
祉
施
設
を
視
察
し
た
際
、

利
用
者
が
伸
び
伸
び
と
さ
を
り
織

り
を
織
る
姿
を
目
に
し
た
こ
と
で

し
た
。
使
う
糸
の
色
や
デ
ザ
イ
ン

な
ど
、
全
て
自
由
。
個
性
を
尊
重

し
た
制
作
を
通
じ
て
、
自
ら
の
役

割
を
果
た
す
喜
び
や
楽
し
み
を
見

つ
け
出
し
て
も
ら
お
う
と
す
る
姿

勢
に
共
感
し
、
取
り
入
れ
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

当
事
業
所
で
は
、
利
用
者
の
特

性
に
合
わ
せ
て
生
産
活
動
を
振
り

分
け
て
い
ま
す
。
さ
を
り
織
り
や

ビ
ー
ズ
細
工
な
ど
の
手
工
芸
品
づ

く
り
、
パ
ン
や
菓
子
の
製
造
、
併

設
す
る
喫
茶
店
で
の
調
理
や
接
客

が
あ
り
、
得
意
な
こ
と
を
生
か
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
さ
を
り
織
り
を
担
当
す

る
の
は
３
人
で
す
。
集
中
力
が
必

要
な
た
め
、
長
く
て
も
半
日
を
限

度
に
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
も
、
作
り
手
は
効

率
よ
く
織
り
進
め
て
い
く
の
で
、

作
業
が
滞
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
そ
の
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
に
職

員
は
い
つ
も
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
と
結
び
付
く
ツ
ー
ル

利
用
者
の
自
己
実
現
を
目
的
に

始
ま
っ
た
さ
を
り
織
り
は
、
利
用

者
が
地
域
社
会
と
結
び
付
く
た
め

の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
も
果
た

し
て
い
ま
す
。
完
成
し
た
布
は
、

そ
の
ま
ま
で
も
十
分
す
て
き
な
作

品
で
す
が
、
洋
裁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
手
で
バ
ッ
グ
や
ポ
ー
チ
な
ど
の

製
品
に
加
工
し
て
も
ら
い
ま
す
。

日
常
使
い
を
通
じ
て
、
さ
を
り
織

り
の
風
合
い
や
魅
力
を
、
よ
り
身

近
で
感
じ
て
欲
し
い
か
ら
で
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
利

用
者
自
ら
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
販
売

員
を
務
め
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

お
客
さ
ん
か
ら
直
接
、
作
品
の
感

想
や
励
ま
し
の
言
葉
を
も
ら
う
機

会
は
貴
重
で
、制
作
の
原
動
力
に
つ

な
が
る
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

さ
を
り
織
り
は
、
作
り
手
や
使

い
手
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
垣
根
を
越

え
て
、
人
と
人
の
心
を
結
ん
で
く

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

 に かい どう とも え

二階堂 智恵 さん（金成小堤）所長

社会福祉法人 栗原秀峰会
障害福祉サービス事業所  すぷりんぐ

みんな違ってみんないい、さをり織りの世界。
自分自身を糸で表現

さをり織りは、大阪府堺市の主婦、城みさをさんが昭和４４年に考案した手織りです。
手織りならではの温もりや、作り手の個性を大切にする城さんの思いから生まれた、
さをり織りの特徴を紹介します。

さ
ま
ざ
ま
な
色
や
太
さ
の
糸
が
、
織
機
に
よ
っ
て
一
枚
の
布
に
姿
を
変

え
て
い
き
ま
す
。
異
な
る
糸
同
士
の
持
ち
味
は
失
わ
ず
、
そ
れ
で
い
て
、

ど
こ
か
調
和
が
と
れ
て
い
る
こ
の
織
物
の
名
は「
さ
を
り
織
り
」。
そ
の
布

は
、
ど
れ
も
個
性
豊
か
で
、
同
じ
も
の
は
一
つ
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

今
月
は
、
手
織
り
の
温
も
り
あ
ふ
れ
る「
さ
を
り
織
り
」と
、
そ
れ
を
通

じ
て
つ
な
が
る
人
た
ち
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

特
集

織
り
な
す
、い
と
、ひ
と
。

〜
世
界
に
一
つ
だ
け
の「
さ
を
り
織
り
」〜

さをり織りは、一般的な織
物と異なり、織り方や糸の種
類、太さに制約がありません。
最も重要なのは、作り手の個
性や感性です。
それらをかけがえのない

「差」として捉えて欲しいとい
う城さんの思いから、さをり
織りと名付けられました。

差を織る＝さをり織り
自由度の高いさをり織りは、
障害者福祉施設の生産活動に
も取り入れられています。
手先のリハビリの他、作品
制作・販売を通じた経済的自
立、社会参加の促進、言葉に
よる自己表現が苦手な人のサ
ポートなど、幅広い効果がも
たらされています。

自立や自己表現を後押し
糸が一本抜けている。柄の
組み合わせがバラバラ。一般
的な織物であれば失敗作です
が、さをり織りでは、それが
良い作品とされています。
機械織りでは出せない独特
の風合いや、それぞれの製品
にしかない特徴を大切にして
います。

人が織るからこそ

▲障害福祉サービス事業所すぷりんぐの皆さん

特 集 織りなす、いと、ひと。～世界に一つだけの「さをり織り」～
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さ
を
り
織
り
を
始
め
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

﹇
鈴
木
さ
ん
﹈最
初
は
、
す
ぷ
り
ん

ぐ
に
併
設
す
る
喫
茶
店
で
接
客
な

ど
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
体
調
な
ど
の
理
由
か
ら
、
さ

を
り
織
り
の
担
当
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
10
年
く
ら
い
前
の
話
に
な

り
ま
す
。

﹇
小
岩
さ
ん
﹈私
も
、
10
年
ほ
ど
前

に
す
ぷ
り
ん
ぐ
を
利
用
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
、
さ
を
り
織
り
を

始
め
ま
し
た
。
機
織
り
の
経
験
が

な
く
、
最
初
は
難
し
い
と
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は

す
っ
か
り
慣
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
完
成
す
る
ま
で
は
、
思
っ
た

通
り
に
織
り
上
が
っ
て
い
る
か
、

今
で
も
ド
キ
ド
キ
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

さ
を
り
織
り
の
魅
力
を
教
え
て

く
だ
さ
い

﹇
鈴
木
さ
ん
﹈１
枚
の
布
の
中
に
た

く
さ
ん
の
色
を
取
り
入
れ
ら
れ
る

の
で
、
織
っ
て
い
て
楽
し
い
で
す
。

ま
た
、
自
分
で
織
っ
た
布
を
す
て

き
な
バ
ッ
グ
に
加
工
し
て
も
ら
え

た
時
は
、
と
て
も
う
れ
し
く
、
頑

張
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

﹇
小
岩
さ
ん
﹈好
き
な
色
の
糸
を
使
っ

て
布
を
織
れ
る
こ
と
で
す
。
私
は

ピ
ン
ク
色
が
好
き
な
の
で
、
よ
く

使
っ
て
い
ま
す
。
丁
寧
に
織
り
続

け
、
思
い
通
り
の
柄
に
仕
上
げ
ら

れ
た
と
き
は
、
う
れ
し
い
で
す
。

織
る
と
き
に
工
夫
し
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か

﹇
鈴
木
さ
ん
﹈さ
を
り
織
り
製
品
を

使
う
人
の
笑
顔
や
喜
ぶ
姿
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
、
丁
寧
に
織
り
進

め
て
い
ま
す
。
布
の
形
が
ゆ
が
ま

な
い
よ
う
、
縦
横
そ
れ
ぞ
れ
の
糸

の
両
端
を
き
っ
ち
り
整
え
る
こ
と

を
、
特
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

﹇
小
岩
さ
ん
﹈織
り
目
が
均
一
に
な

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
織

り
目
の
隙
間
は
、横
糸
を
整
え
る
た

め
に
打
ち
込
む「
筬
」と
い
う
道
具

を
使
う
と
き
の
力
加
減
で
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
力
が
強
す
ぎ
る
と
間

隔
が
狭
く
な
り
、
思
っ
た
よ
う
な

柄
が
出
な
い
の
で
、
丁
寧
に
打
ち

込
ん
で
い
き
ま
す
。

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

﹇
鈴
木
さ
ん
﹈こ
れ
か
ら
も
丁
寧
に

コ
ツ
コ
ツ
と
織
り
続
け
て
い
き
ま

す
。
さ
を
り
織
り
っ
て
す
て
き
だ

な
と
思
っ
て
く
れ
る
人
、
製
品
を

使
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え
た
ら
う

れ
し
い
で
す
。

﹇
小
岩
さ
ん
﹈た
く
さ
ん
の
種
類
の

糸
を
使
っ
た
さ
を
り
織
り
を
織
っ

て
み
た
い
で
す
。
飾
り
が
つ
い
た

糸
や
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
糸
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
、
組
み
合
わ
せ
が
大
変

で
す
が
、
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。

 こ いわ ち ひろ

小岩　千尋 さん（金成下片馬合）
 すず き ゆ み

鈴木　由美 さん（若柳有賀）

①力加減を調整しながら筬を打ち込
む小岩さん。

②白いガイド線に沿って、コースター
を織り上げていく。

③完成したコースター。２人で協力
して年間１００枚ほど織り上げ、
注文を受けた企業に納品している。

④横糸を巻く様子。
⑤筬に糸を通す作業は複雑なため、

事業所の職員がサポートする。
⑥完成したさをり織り。さまざまな

色の糸が調和している。
⑦さをり織り用の糸の一部。好きな

糸を作り手が組み合わせて、織り
上げていく。

①

④

⑦ ⑥

⑤

② ③

織機の「カッタン、カッタン」という小気味良い音が、室内に響きます。ここは、障
害福祉サービス事業所すぷりんぐ。利用者が、真剣な表情で織機に向かっています。
ここで織られる色とりどりのさをり織りは全て、利用者のお手製です。生産活動で
さをり織りを担当する鈴木さんと小岩さんに、魅力や思いを伺いました。

あなたに届けたい、私のさをり織り。
Interview

糸
と
人
が
織
り
な
す
先
は

「
さ
を
り
織
り
は
、さ
ま
ざ
ま
な

垣
根
を
越
え
て
人
と
人
の
心
を
結

ん
で
く
れ
る
」と
話
す
、す
ぷ
り
ん

ぐ
の
二
階
堂
所
長
。
そ
の
言
葉
の

と
お
り
、
さ
を
り
織
り
は
、
施
設

を
利
用
す
る
人
た
ち
の
活
躍
の
場

を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、
作
品
を

通
じ
た
心
の
つ
な
が
り
を
生
む
、

大
切
な
存
在
で
す
。

今
回
の
取
材
を
通
じ
て
特
に
印

象
的
だ
っ
た
の
は
、
さ
を
り
織
り

へ
の
思
い
を
語
る
人
た
ち
の
笑
顔
。

誰
も
が
明
る
く
優
し
い
笑
み
を
浮

か
べ
、
そ
の
魅
力
や
今
後
の
目
標

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
、
障
害
に
よ
る
垣
根
は
な
く
、

作
品
そ
の
も
の
を
愛
お
し
む
純
粋

な
思
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や

特
性
を
受
け
入
れ
合
う
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

さ
を
り
織
り
を
手
に
し
た
と
き

に
心
が
ほ
っ
と
温
ま
る
の
は
、
そ

う
し
た
思
い
が
糸
と
一
緒
に
織
り

込
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
ら
に
触
れ
、
作

り
手
と
使
い
手
の
思
い
が
結
ば
れ

た
と
き
、
さ
を
り
織
り
は
世
界
に

一
つ
だ
け
の
、
特
別
な
作
品
に
姿

を
変
え
ま
す
。

次
に
思
い
を
結
ぶ
の
は
、
皆
さ

ん
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
一
度
、
さ
を
り
織
り
製
品

を
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

さをり織りが結ぶ縁
さをり織りを製品加工する岩渕さん、製品を愛用する伊藤さんに話を伺いました。

製品に加工する際は、布をじっくりと眺めて、
どのような形にしたら手織りの風合いや、かわ
いさが表現できるかを考えます。
また、布の切れ端はボタンやブローチに加工
し、作品のアクセントとして無駄なく使います。

手に取った人が温
かい気持ちになれる
作品を、これからも
作り続けていきたい
です。

６年ほど前から、さをり織りのベレー帽を愛
用しています。夫と共に手作り弁当の宅配サー
ビスを行っていて、ベレー帽は配達の際に被っ
ている、大切なパートナーです。被ると仕事を
頑張るエネルギーがわいてきます。
さをり織りに関わ
る人の優しさが、身
に付ける人の気持ち
を前向きにしてくれ
るのだと思います。

 いわ ぶち あけ み

岩渕　明美 さん
（一関市在住）

洋裁ボランティア
 い とう きょう こ

伊藤　京子 さん
（若柳かけ）

さをり織り愛用者

特 集 織りなす、いと、ひと。～世界に一つだけの「さをり織り」～
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まちの話題MACHI no WADAI
YouTube栗原市チャンネル
　     https://www.youtube.com/c/KuriharacityJp_miyagiＵＲＬまちの話題 MACHI no WADAI ※イベント情報など

　日々配信中！

栗原市Facebook
　     https://www.facebook.com/kuriharacityＵＲＬ

　１２月１７日（火）に千田きのゑさん（高清水４
区）が１００歳を迎えられました。
　千田さんは、高清水地区で生まれ、嫁ぎ先で
は、長年にわたり近所の人たちと一緒に米作りな
どに精を出してきました。
　また、得意とする裁縫では、家族に手編みの
セーターを編んで着せた他、近所の人にも配るほ
どの腕前の持ち主で、好評を得ていました。
　現在は、入居する高齢者福祉施設で、穏やかな
日々を過ごしています。

　１２月１６日（月）、文化、芸術、スポーツなど
の分野で日本一に輝き、市民への希望と勇気を与
えた人に贈る「輝く日本一くりはら大賞」を、栗原
南中学校３年のケイバー ジーバさん（高清水２区）
に贈呈しました。
　ケイバー ジーバさんは、１１月２４日（日）、
東京都渋谷区の国立オリンピック記念青少年総合
センターで開催された「第４６回少年の主張全国
大会～わたしの主張２０２４～」に出場し、内閣
総理大臣賞に輝きました。

ち     だ 

　１月１２日（日）、若柳総合体育館で二十歳を祝
う会を開催しました。
　式典では、出席者の４１８人を代表し、佐藤陽
輝さん（栗駒上小路上）と佐々木冴さん（栗駒猿飛来
上）が「２０歳を迎えたという誇りと自覚を持ち、
自分の行動に責任を持てる大人になれるよう精進
します」と、誓いを述べました。
　また、式典では、映画「ビリギャル」のモデルに
なった小林さやかさんが講演を行い、行動する前
から諦めずに挑戦することの大切さを語り、出席
者たちは、未来への思いを新たにしていました。

令和７年栗原市二十歳を祝う会を開催
は た ち

▲実行委員の皆さんと佐藤実行委員長（前列左から３人目）

　出席者を代表して、二十歳を祝う会実行委員長に、
これからどのような人になりたいか聞きました。
実行委員長　佐藤 陽輝さん
　これまで式典の準備を進めてきた実行委員のメン
バーや二十歳の仲間たちと、式典の日を迎えること
ができ、大変うれしいです。
　仕事では、今年で社会人３年目。責任感を持ち、
仕事に打ち込む人になれるよう、さらに頑張ってい
きたいです。

さ     さ     き   さえ

                                                                                                                                                           さ   とう  はる

き                                                                                     さ     さ     き   さえ

                        こ  ばやし

　１１月２３日（土）、一迫地区の農業生産法人、
有限会社川口グリーンセンターが、令和６年度（第
６３回）農林水産祭の多角化経営部門で内閣総理
大臣賞を受賞しました。
　この賞は、令和５年７月から１年間に、農林水
産大臣賞を受賞した４６３受賞者の中から、特に
優れた経営組織などに贈られるものです。
　同社は、地域農業の担い手として水稲や菊を生
産する他、米粉の製造や米粉パン専門店の開業支
援を行い、多角的な経営が高く評価されました。

　１２月９日（月）、一迫商業高等学校が「第１５
回いっしょに読もう！新聞コンクール」の高校の
部で優秀学校賞を２年連続で受賞しました。
　同校では、国語の授業の一環として、新聞記事
から社会の物事を捉えて考える授業を行ってお
り、その取り組みが高く評価されたものです。
　授業を担当した齋藤萌奈教諭は「新聞記事の内
容を生徒同士が話し合い、捉え方や改善の方法な
どを総合的に考える力が評価され、大変うれし
い」と語り、受賞を喜びました。

さい  とう   も     な

〔左から〕白鳥正文代表取締役、尾崎和弘専務取締役

輝く日本一くりはら大賞を贈呈長寿１００歳おめでとうございます 二十歳が目指す大人像

新聞から社会の動きを考える 内閣総理大臣賞受賞
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まちの話題MACHI no WADAI
YouTube栗原市チャンネル
　     https://www.youtube.com/c/KuriharacityJp_miyagiＵＲＬまちの話題 MACHI no WADAI ※イベント情報など

　日々配信中！

栗原市Facebook
　     https://www.facebook.com/kuriharacityＵＲＬ

　１２月７日（土）、くりはら田園鉄道公園で「くり
でん創業祭」が開催され、家族連れや鉄道ファンな
ど大勢の来場者が詰め掛けました。
　当日は、廃線前に運行していた車両の乗車会が行
われ約３００人が独特の振動やモーター音を楽しみ
ました。また、公園内のミュージアムでは、築館地
区の東北職業能力開発大学校の学生が製作したミニ

くりでんの乗車
会 が 行 わ れ た
他、歴史に関す
るビンゴゲーム
も行われ、来場
者たちは、その
魅力を楽しんで
いました。

　１２月２１日（土）、市立図書館で「冬のあったか
おはなし会」を開催しました。
　この催しは、毎週土曜日に幼児や小学生を対象に
開催する「おはなし会」の特別版として開催したもの
です。
　当日は、おはなしボランティア「ひなたぼっこ」と
図書館司書が絵本を基にしたパネルシアターを披露し

た他、大型絵本
で読み聞かせを
行い、参加した
１７人の子どた
ちは、目を輝か
せながら、絵本
の世界に引き込
まれていました。

　１２月１８日（水）、栗駒特産物直売センター山の
駅くりこまで「電気自動車用急速充電器の運用開始
セレモニー」を開催しました。
　このセレモニーは、市が２０５０年までに二酸化
炭素排出実質ゼロを目指していることから、その取
り組みの一環として急速充電器を設置し、利用開始
を記念したものです。当日は、佐藤市長の他、山の

駅くりこまの杉
山駅長、市と協
定を結び運用を
担 う 株 式 会 社
イーモビリティ
パワーの担当者
がテープカット
を行いました。

　１２月１７日（火）、イオンスーパーセンター栗原
志波姫店で、金成支援学校の生徒が、買い物客に手
作りのクリスマス飾りを配布しました。
　この活動は、同校が実施する「くりはら元気プロ
ジェクト」の一環で、地域に感謝の気持ちと元気を
届けることを目的に、４年前から取り組んでいるも
のです。

　 飾 り を 受 け
取った買い物客
からは「とても
うれしい。生徒
たちの頑張る姿
に元気をもらっ
た」という声が
聞かれました。

　１月２日（木）、一迫地区金田の川口商店街で「第
５７回みちのく金田郷土芸能初舞大会」が開催され
ました。
　この催しは、１年の無病息災や五穀豊穣、商売繁
盛を願い、毎年新年を迎えたこの時期に開催されて
いるもので、当日は、郷土芸能の川口ばやしや、清
水目八ツ鹿踊り、川北神楽などの各団体から参加し

た約６０人が、
舞いながら通り
を練り歩きまし
た。また、沿道
に集まった観客
から、たくさん
の拍手が送られ
ました。

　１２月２３日（月）から２７日（金）にかけて、市
内在住の中学生など２６人で構成する「くりはら
親善大使」が、台湾を初訪問しました。
　この事業は、海外の中学生との交流や、異国の
文化を体験することで、国際的な視野を持った人
材を育成しようと実施したものです。
　大使たちは、姉妹都市の南投市の中学生と交流
を行った他、台湾大地震の爪跡を伝える「９．２１
地震教育園区」や、台北市の「故宮博物院」を見学
し、海外の人や文化を知る５日間を過ごしました。

　１２月２４日（火）、市誕生２０周年を記念する
シンボルマークが決定しました。
　このシンボルマークは、昨年１１月に決定した
市誕生２０周年記念キャッチフレーズ「つながる 
ひろがる ずっと栗原」をイメージしたもので、市
マスコットキャラクター「ねじり ほんにょ」の作
者、山本泰士さんがデザインしました。
　今後は、市が開催する記念事業で活用する他、
市民の皆さんも活用できるよう、現在、必要な手
続きの準備を進めています。

　１月９日（木）「輝く日本一くりはら大賞」を藤原
蓮さん（築館本木）、芳賀陸さん（高清水１０区）、
栗原市空手道協議会高清水支部の菅原理史さん（高
清水８区）、佐々木璃音さん（高清水１区）、佐々木
秀大さん（高清水９区）に贈呈しました。
　大賞受賞者は、９月２３日（月）、東京武道館で
開催された「第６２回全国防具付空手道選手権大
会」に出場し、見事に優勝を果たしました。
　また、市内から出場した選手のうち、次の選手
が入賞しました。

▲〔左から〕贈呈式に出席した藤原蓮さん、芳賀さん、栗原市
　空手道協議会高清水支部の佐々木秀大さん

                                                                                                                                                                ふじ  わら

 れん                                                                    は     が    りく

                                                                                                                     すが  わら  さと   し

                                              さ     さ     き     り     お                                                                          さ     さ     き

しゅう  た

組手の部個人戦
　小学３・４年生女子の部　優勝　　藤原 蓮 さん（築館本木）、準優勝　藤原 麗 さん（築館本木）
　小学４年生男子の部　　　準優勝　黒澤 涼太 さん（高清水１０区）
　小学６年生男子の部　　　優勝　　芳賀 陸 さん（高清水１０区）
　中学生男子の部　　　　　第３位　及川 纏 さん（志波姫宮中）
　高校生男子の部　　　　　第３位　黒澤 洵太 さん（高清水１０区）
　一般男子の部　　　　　　準優勝　菅原 理史 さん（高清水８区）
組手の部団体戦
　小学生男子　　　　　　　優勝　　芳賀 陸 さん（高清水１０区）、第３位　黒澤 涼太 さん（高清水１０区）
　一般男子　　　　　　　　優勝　　菅原 理史 さん（高清水８区）、佐々木 璃音 さん（高清水１区）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木 秀大 さん（高清水９区）
　　　　　　　　　　　　　準優勝　黒澤 洵太 さん（高清水１０区）

くろ   さわ    しゅん   た

おい   かわ    まとい

くろ   さわ    りょう   た

ふじ   わら     れい

▲決定した市誕生２０周年記念シンボルマーク

やま  もと  たい   し

　各地区の催しを、毎月５地区ずつ紹介します。
　取材を希望する場合は、催しを開催する２カ
月前までに、市政情報課（☎22-1126）へ連絡
してください。

MACHI no
WADAI

まちの話題
ズームアップ

くりでん創業祭大盛況

心も温まる冬のおはなし会

山の駅くりこまに急速充電器

感謝の気持ちと元気を届ける １年の無事を願い新春に舞う

親善大使が台湾を初訪問市誕生２０周年記念シンボル決定

輝く日本一くりはら大賞を贈呈



みんなの健康

広報くりはら　令和７年２月１日　　１０１１　　広報くりはら　令和７年２月１日

みんなの健康

栗原市の市外局番　0228

月日 医　　　科 歯　　科 調剤薬局

フレイル予防の３つの柱
～栄養編～12月の３歳児健診で、むし歯のなかった子どもたちを紹介します。

※了解を得た人のみ掲載しています。

　診療時間は、午前９時から午後５時までです。受診する際は、あらかじめ、当番医に電話で症状を伝え、必ず健康保険被保険者
証を持参してください。また、休日当番医は、変更になることがあります。最新の情報は、市ウェブサイトで確認してください。
　なお休日当番医の診療時間に、二次救急医療施設（栗原中央病院）を直接受診することは、控えましょう。

市民生活部健康推進課　☎（２２）０３７０問休日急患診療当番医・調剤薬局

（　　　）築　館
伊藤 結彩ちゃん
 い とう ゆ あ

（　　　）若　柳
阿部 凜花ちゃん
 あ べ りん か

（　　　）築　館
吉田 桃真くん
 よし だ とう ま

（　　　）若　柳
菊池 碧空くん
 きく ち そ ら

（　　　）若　柳
熊谷 羽珠ちゃん
 くま がい う た

（　　　）若　柳
小林 和　ちゃん
 こ ばやし のど か

（　　　）瀬　峰
髙橋 鈴菜ちゃん
 たか はし れい な

（　　　）金　成
高橋 一叶ちゃん
 たか はし いち か

（　　　）若　柳
佐藤 颯亮くん
 さ とう そう すけ

（　　　）栗　駒
岩本 梛生くん
 いわ もと な お

（　　　）栗　駒
菅原 悠史くん
 すが わら ゆう し

（　　　）一　迫
狩野 雫ちゃん
 かり の しずく

（　　　）一　迫
狩野 椿ちゃん
 かり の つばき

（　　　）志波姫
菅野 楓ちゃん
 すが の かえで

（　　　）一　迫
三塚 瑛登くん
 みつ づか えい と

（　　　）一　迫
宮澤 央河くん
 みや ざわ おう か

（　　　）志波姫
本田 颯空くん
 ほん だ そ ら

（　　　）鶯　沢
後藤 晴乃姫ちゃん
 ご とう は る き

（　　　）築　館
千葉 大くん
 ち ば ひろむ

（　　　）栗　駒
沼尾 和くん
 ぬま お より

（　　　）一　迫
安倍 樹くん
 あ べ いつき

―

―

―

―

建国記念の日

11
（　）火

9
（　）日

2/2
（　）日

16
（　）日

振替休日

24
（　）月

23
（　）日

健康な状態と介護が必要な状

態の中間のことを「フレイル」と

いいます。予防には、低栄養に

ならないことが大切です。

低栄養とは、健康な体を維持

するために必要な、栄養素が不

足している状態をいいます。最

近「体重が減った」、「疲れやす

い」と感じる人は注意が必要です。

１日３食、主食・主菜・副菜

をそろえたバランスの良い食事

を心掛け、肉や魚、卵、大豆な

どのタンパク質をしっかり取る

ことが大切です。

毎日７品目以上食べよう
さまざまな食材をバランス良

く食べることが、健康を維持す

るための基本です。「さあにぎや

か（に）いただく」を合言葉に、１０

の食品群から１日７品目以上食

べましょう。

栗原市立鶯沢診療所
［鶯沢］☎（55）3511

沢辺中央医院
［金成］☎（42）1171

さくら薬局 鶯沢店
［鶯沢］☎（55）2566

オリーブ調剤薬局
［金成］☎（24）7480

くろさわ整形外科
［一迫］☎（52）2627

萩野診療所
［金成］☎（44）2005

サン調剤薬局
［一迫］☎（57）6888

ありかべ調剤薬局
［金成］☎（44）2586

つきだてこどもクリニック
［築館］☎（24）8753

岩渕医院
［栗駒］☎（45）2155

まさと歯科医院
［瀬峰］☎（38）2266

アイベル薬局 築館店
［築館］☎（24）8869

上小路一桝新生薬局
［栗駒］☎（45）1255

伊礼整形外科
［築館］☎（22）0066

宮城島クリニック
［一迫］☎（52）2881

しぶや薬局
［築館］☎（21）2888

一迫薬局
［一迫］☎（52）4614

たまがけ医院
［一迫］☎（52）5115

ひまわり薬局
［一迫］☎（57）6035

栗原市立花山診療所
［花山］☎（56）2013

鹿野歯科医院
［一迫］☎（52）3332

栗原市立花山診療所（院内）
［花山］☎（56）2013

日野クリニック
［志波姫］☎（23）7100

志波姫調剤薬局
［志波姫］☎（23）3022

マリーン調剤薬局 志波姫店
［志波姫］☎（23）3520

まるき内科クリニック
［志波姫］☎（24）8073

さあにぎやか（に）いただく※
さ
か
な

あ
ぶ
ら

に
く

ぎ
ゅ
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に
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か
い
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い
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ひ
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※10の食品群の頭文字をとったもので、ロコモチャレンジ！推進協議会が考案した合言葉



１３　　広報くりはら　令和７年２月１日 広報くりはら　令和７年２月１日　　１２

KOSODATE no WA学びのひろば MANABI no HIROBA

献立作成者
食生活改善推進員 金成分会  近藤 初美

　私たちは「食文化の伝達・継承と食育推進」を活動目標の１つ
に掲げ「ルーラルガイド講習会」を開催しています。ルーラルガ
イドとは、田舎くらしの案内人として、栗原の技を伝える人を
いいます。
　今年度は、市内の栄養士の佐藤直子さんを講師に招き「栗原
の旬の食材を使った時短料理」をテーマに、開催しました。
　講習では、市特産のズッキーニやパプリカ、カボチャを材料
に、電子レンジを使った時短料理３品を調理しました。調理時
間を短縮する工夫は、忙しい日々の中でも、栄養豊富な栗原の
食材を味わうために必要だと感じました。
　これからも、栗原ならではの食や技を家庭に広め、次世代に
引き継ぐための活動を続けていきます。

栗原市生活研究グループ　副会長　狩野 のり子

※1人当たりの栄養価 ： 125kcal、たんぱく質5.3ｇ、塩分0.8ｇ

　教育研究センターでは、市内の幼稚園や小・中学校の教員な
どを対象にさまざまな研修を行っています。１０月４日（金）に

「子ども主体の保育・授業に係る合同研修会」を開催し、市内
の教員１２１人が参加しました。
　研修では、瀬峰幼稚園の保育参観と瀬峰小学校１年生の授業
参観を行った後、東京都にある玉川大学の大豆生田啓友教授を
進行役として「子ども主体の保育・授業の在り方」について話し
合いが進められました。
　この研修を通じ、保育者が行っている「相手の思いに気付か
せ、認め合うための援助」や、教員が実践する「子どもの豊かな
発想を引き出す指導法」など、子どもの主体性を大切にした教
育の具体的な取り組みについて学びました。

子ども主体の保育・授業に係る合同研修会

時短料理で味わう栗原の食材

２月
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濃厚ダレもやしサラダ
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ニンジンは千切りにし、もやしと一緒に軽
くゆでて絞り、水気を切る。
キュウリは千切りに、ちくわは幅0.5ミリ
メートルの輪切りにする。
ネギはみじん切りにする。
ボウルにＡの調味料と③を合わせておく。
④に①と②を入れ、よくあえる。
⑤を器に盛って、刻みのりを乗せる。

つくり方材料（４人分）
ニンジン 40g
もやし 200g
キュウリ 40g
ちくわ 3本
ネギ 40g
　　すりごま 大さじ2
　　砂糖 小さじ2
　　ごま油 小さじ1
　　減塩しょうゆ 小さじ1
　　マヨネーズ 大さじ2
刻みのり 適量

ポイント
・調理器具をあまり使わないので簡単にできます。

Ａ

●作ってみよう～親子でおひなさま作り～
　築　館　１７日（月）～２１日（金）　午前１０時　　
　高清水　１２日（水）～１４日（金）　午前１０時３０分
　瀬　峰　１７日（月）～２１日（金）　午前９時
　鶯　沢　１７日（月）　午前１０時３０分　　１０日（月）
　金　成　２０日（木）　午前１０時　　
　志波姫　１９日（水）～２０日（木）　午前１０時～１１時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３日（木）
　花　山　２７日（木）　午前９時３０分
●わらべうた遊び
　若　柳　２７日（木）　午前１０時３０分
●おひなさまを見に行こう
　栗　駒　２８日（金）　午前１０時１５分　　１８日（火）　
　　　　　　　　　　　　みちのく風土館※
●ほのぼの親子ミュージック
　一　迫　２０日（木）　午前１０時３０分
※ 現地集合・現地解散。

　金成子育て支援センターでは、２月
２０日（木）に「作ってみよう」を開催し
ます。今月は、おひなさまの制作を行
います。おひなさまの顔を描いたり、
おはながみを袋に入れて着物を作った
りしながら、親子で楽しく制作します。

作ってみよう

申

申

申

　１２月１２日（木）、クリスマス会を開催しまし
た。クリスマス飾りを釣るゲームでは、子どもたち
の笑顔があふれ、親子で協力しながらすてきな手
作りツリーを完成させました。
　さらに、サプライズで登場したサンタさんから
プレゼントをもらうと、子どもたちは大喜び。笑
顔いっぱいの楽しい時間となりました。

クリスマス会
高清水子育て支援センター

　次の行事に参加を希望する場合は、支援センターに電話で
予約してください。

●お別れ会
　築　館　　　　　３月１４日（金）　　午前１０時３０分　　　２８日（金）
　若　柳　　　　　３月２１日（金）　　午前１０時３０分　　　２８日（金）
●ひなまつり誕生会
　高清水　　　　　３月　３日（月）　　午前１１時　　　　　　２０日（木）
　瀬峰・志波姫　　３月　３日（月）　　午前１０時３０分　　　２１日（金）

申
申

申
申

記号の説明 申込期限申 場 場所

場

おお  まめ   う     だ   ひろ  とも

さ   とう  なお    こ

こん どう    はつ   み

子育て支援センター
市内にお住まいの人なら、どの支援センターでも
利用できます。
妊婦さんや里帰りの人も気軽に遊びに来てください。

【利用時間】月～金曜日　午前９時～午後５時
●築　館 ☎（２２）９７５２
●若　柳 ☎（３２）３２４３
●栗　駒 ☎（４５）５５８１

【利用時間】第２・４週木曜日　午前９時３０分～１１時３０分
●花　山 ☎（５２）３９２５ ※利用日の２日前までに電話で予約が必要です。

●高清水 ☎（５８）２３５０
●一　迫 ☎（５２）３９２５
●瀬　峰 ☎（３８）２２５０

●鶯　沢 ☎（５５）３１７８
●金　成 ☎（４２）３２５１
●志波姫 ☎（２２）８６１１

掲載以外にも開催
している行事が
ありますので、
市ウェブサイトを
ご覧ください。

子育て

市ウェブサイト
教育研究センター

センターからの連絡帳

ア ル バ ム
思い出の

今月の主な行事



１５　　広報くりはら　令和７年２月１日 広報くりはら　令和７年２月１日　　１４各保健推進室の問い合わせ先　 市外局番 0228　 築館 ・ 志波姫 ☎（２２）１１7１　 若柳 ・ 金成　 ☎（３２）２１２6　 栗駒 ・ 鶯沢 ☎（４５）２１37　 高清水 ・ 瀬峰 ☎（５８）２１１9　 一迫 ・ 花山 ☎（５２）２１30

イベント名 時 間 場 所開催日 問合せ先 開催日 イベント名 時 間 場 所 問合せ先

2 月
202５年

掲載の情報以外は、
市ウェブサイトをご覧ください。

栗原市ウェブサイト

市立図書館　10：30～10：50
　　　　　　14：30～15：00
若柳公民館　10：00～11：00
栗駒図書室　10：00～10：30

おはなし会　☎（21）1403高清水総合支所　　　 14：50～15：20
鶯沢小学校　　　　　 13：35～14：25
志波姫小学校前駐車場 16：00～16：30

若柳公民館 14：20～14：50
瀬峰公民館 14：00～14：30
鶯沢公民館 14：35～14：55
花山小学校 10：15～10：45

移動図書館車
「ブッくる号」
☎（21）1403
※悪天候中止

凡　例

母子手帳交付日　　　9：00～１２：００

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先各種相談

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先その他のセミナー

１ 日（土）

２ 日（日）

３ 日（月）

４ 日（火）

５ 日（水）

６ 日（木）

７ 日（金）

８ 日（土）

９ 日（日）

１０ 日（月）

１１ 日（火）

１２ 日（水）

13 日（木）

14 日（金）

15 日（土）

16 日（日）

17 日（月）

18 日（火）

19 日（水）

20 日（木）

21 日（金）

22 日（土）

23 日（日）

24 日（月）

25 日（火）

26 日（水）

27 日（木）

28 日（金）

建国記念日

天皇誕生日

振替休日

栗原市メンタルヘルス相談 12日（水） 各保健推進室13：30～16：30市役所 18日（火）
精神保健福祉士による
アルコール等依存症専門相談 ７日（金） 大崎保健所栗原支所

（22）211813：00～16：20大崎保健所栗原支所 12日（水）

臨床心理士によるひきこもり専門相談 10日（月） 大崎保健所栗原支所
（22）211813：30～16：40大崎保健所栗原支所 13日（木）

人権相談 仙台法務局古川支局
0229（22）051010：00～15：00

築館総合支所 10日（月）、 25日（火）
若柳総合支所 20日（木）

各保健推進室9：30～11：30すくすく育児相談 21日（金）築館保健センター
各保健推進室10：00～16：00のびのび子育て相談 28日（金） 21日（金）市役所
社会福祉課

（22）134010：00～12：00身体障害者相談 19日（水）各総合支所（築館、若柳、
栗駒、金成、志波姫、花山）

傾聴サロン秋桜 健康推進課
（22）03709：30～11：30市民活動支援センター 12日（水）、 22日（土）

こす もす

オレンジカフェ　ひよっこ 10：00～12：00 オレンジカフェ　ひよっこ〔金成〕 オレンジカフェ　ひよっこ
（44）2046

寄贈「絵画」の展示 9：00～16：00
11月30日まで 栗原文化会館 栗原文化会館

（23）1234

オレンジカフェ　語りすと 10：00～12：00 オレンジカフェ　語りすと
cafe.catalyst.customer@gmail.comカフェ　カタリスト〔築館〕

当日正午13：00～14：001５日（土）

トレーニングルーム利用講習会 当日正午19：30～20：30毎週木曜日

19：00～20：0012日（水）、26日（水）
若柳総合体育館 当日正午 若柳総合体育館 （32）3313

14：00～15：0012日（水）

前日 栗駒総合体育館 （45）588513：00～14：00栗駒総合体育館 毎週日曜日

やさしいヨガ体験会 前日 栗駒総合体育館 （45）588511：15～12：00栗駒総合体育館 1５日（土）

前日 栗駒総合体育館 （45）588514：30～15：15太極拳初心者教室 1５日（土）栗駒総合体育館

骨髄バンク登録相談、HIV・クラミジア・
梅毒抗体検査、肝炎ウイルス検査 18日（火） 大崎保健所栗原支所

（22）21179：30～11：30大崎保健所栗原支所 25日（火）

栗原市精神障がい者家族連合会
（45）463010：00～12：00心の病を持つ方の家族会 8日（土）市民活動支援センター

くりでん絵画展 9：00～20：00
３月２日まで

イオンスーパーセンター
栗原志波姫店

くりはら田園鉄道公園
（24）7961

第20回花山雪っこまつり 10：00～15：00
２日も開催※ 花山青少年自然の家 花山雪っこまつり実行委員会

（56）2311

第18回いちはさま軒下マルシェ 10：00～20：00 一迫真坂商店街 いちはさま軒下マルシェ実行委員会
（52）2028

第60回春を呼ぶ裸たるみこし 19：00～20：00 一迫真坂商店街 栗原市観光物産協会
（25）4166

栗原市フットサルフェスティバル 9：30～
申込：１日まで 若柳総合体育館 栗原市サッカー協会　佐藤

misao.sat@gmail.com

地域おこし協力隊卒業写真展 10：00～16：00
16日まで

六日町地域おこし協力隊
事務所〔栗駒〕

市民協働課
（22）1164

地域おこし協力隊卒業写真展 6：10～22：45
９日まで くりこま高原駅 市民協働課

（22）1164

地域おこし協力隊卒業写真展 9：00～16：00
３月２日まで 花山農山村交流センター 市民協働課

（22）1164

地域おこし協力隊卒業写真展 9：00～16：00
24日まで

栗駒山麓ジオパーク
ビジターセンター

市民協働課
（22）1164

企画展「栗駒山麓ジオパークの学習
活動をふりかえる2024」

9：00～16：00
4月7日まで

栗駒山麓ジオパーク
ビジターセンター

栗駒山麓ジオパーク推進協議会
（24）8836

白鳥省吾記念館企画展『星影のワルツ』
の作詞家白鳥園枝とその父白鳥省吾

9：00～16：30
28日まで 白鳥省吾記念館 白鳥省吾記念館

（23）7967

しろ  とり せい   ご

　　　　　　　　　  しろ  とり  その　え

10：00～17：00
24日まで くりでんミュージアム くりはら田園鉄道公園

（24）7961
KURIDEN  INSTAGRAM  PHOTOGALLERY
くりでんミュージアム×大崎市カメラ部

ク リ デ ン　　　 インスタグラム　　　　 フォトギャラリー

くらし・しごとのお悩み出張相談会 自立相談支援センター  ひありんく栗原
（22）763113：30～15：30 高清水保健福祉センター

（ほっと館）

オレンジカフェ　アクア 13：30～15：30 オレンジカフェ　アクア
（24）7820

高清水保健福祉センター
（ほっと館）

がんサロン「サロンdeよらいん」 14：00～15：30 栗原中央病院 栗原中央病院
（21）5330

デ

第23回東北ポリテックビジョン 9：00～17：00
22日も開催（15：30まで） 東北職業能力開発大学校 東北職業能力開発大学校

（22）2082

第25回くりこま商家のひな祭り 10：00～15：30
３月３日まで みちのく風土館他 くりこま商家のひな祭り実行委員会

（45）2191

第18回栗原市写真展 10：00～16：00
３月２日まで（最終日は13：00まで） 栗原文化会館 栗原文化会館

（23）1234

栗原市国際交流フェスティバル 13：00～ 若柳ドリーム・パル 国際交流フェスティバル実行委員会
（32）6789

白鳥省吾記念館無料開放 9：00～16：30 白鳥省吾記念館 白鳥省吾記念館
（23）7967

栗駒山麓ジオトレイルセクションハイク 9：00～13：00 金成地区有壁他 栗駒山麓ジオパーク推進協議会
（24）8836

オレンジカフェ　マロンかふぇ 10：00～12：00 オレンジカフェ　マロンかふぇ
（24）9707リハカフェ ALAISE〔若柳〕

ア レ ー ズ

※１日（土）は宿泊者のみ受付
※オレンジカフェとは、認知症の人やその家族、地域住民、専門職など、誰でも集える場です。

高清水・瀬峰・志波姫

高清水・瀬峰・志波姫

鶯沢小・公

鶯沢小・公

若柳

若柳

花山

花山

築館・若柳・栗駒

築館

築館

※写真は前回開催時の様子です

第23回東北ポリテックビジョン（21日、22日） 第18回栗原市写真展（22日～３月2日）第60回春を呼ぶ裸たるみこし（１日） 第25回くりこま商家のひな祭り(27日～３月３日）



１７　　広報くりはら　令和７年２月１日 広報くりはら　令和７年２月１日　　１６

「大人の塗り絵 展覧会」
※ブッくる号、おはなし会の日程は、市内の情報カレンダーをご覧ください。

親への小さな恩返し１００リスト
田中 克典 著　主婦と生活社

　認知症を引き起こす転倒・骨折の防止、
帰省時にしてあげると喜ばれること、介
護保険制度の活用…。ベテランケアマネ
ジャーが、介護の現場で学んだ知識や教
訓の中から、親への恩返しになるものを
紹介する。

た    なか     かつ  のり

ゆきのこえ
おーなり 由子 文、はた こうしろう絵　講談社
　ゆきが降った朝、あたりは一面まっし
ろで、はーっと白いいき。一歩ずつふみ
しめると「くすすすす」と足もとから音が
広がります。聞こえたのはゆきのこえ？
かがやくゆきの世界を、体ぜんぶを使っ
て感じる絵本。

ゆう  こ

●読み聞かせ講座
　絵本の選び方や読み聞かせの仕方を
学べる初心者向けの講座です。
　これから読み聞かせの活動をしてみ
たい人、絵本のことをもっと知りたい
という人は、ぜひ参加してください。
日時　２月２１日（金）
　　　午前１０時～正午
場所　市立図書館
定員　２０人　※先着順
受講料　無料
申し込み　２月５日（水）から受け付け

ます。市立図書館に電話で
申し込みください。

異なる文化からの気付きを生かす台湾との国際交流
　栗駒山麓ジオパークでは、令和元年から台湾と国際交流に関する協定を締結し、交流を続けてい
ます。昨年１１月に行った、台湾訪問交流の概要を紹介します。

●地震災害をきっかけに始まった交流
　平成１１年、台湾中部で発生
した台湾大地震により、南投県
では大規模な地すべりが起こり
ました。この地すべり跡は、台
湾行政院農業部農村発展及び水
土保持署南投分署によって「九
份二山国立地震記念公園」とし
て管理され、防災・減災対策や
保全、活用が行われています。
　一方、市でも平成２０年の岩
手・宮城内陸地震で発生した荒
砥沢地すべりを保存し、防災・
減災教育に役立てる取り組みを
進めています。
　この共通点をきっかけに、令
和元年、栗駒山麓ジオパークと
同行政院は国際交流に関する協
定を締結しました。それぞれの
地域の管理や、保全方法の学び
合い、観光情報の共有などを目
的に、交流を続けています。

●災害の爪痕を後世に伝える
　昨年１１月、栗駒山麓ジオパー
クでは、５年ぶりに台湾を訪問
しました。今回の目的は、災害
発生から２５年が経過した被災
地の現状を視察することでした。
　訪問先は、九份二山国立地震
記念公園をはじめ、台湾中部の
南投市や台中市などで、２日間
にわたる視察を行いました。中
でも、九份二山国立地震記念公
園では、地震で大きく傾いた

「傾斜家屋」が今もそのままの姿
で残されており、当時起きた地
震災害の脅威を目の当たりにし
ました。
　また、治山工事や観測システ
ムなどの復興施策に加え、地域産
業に対する行政の復興支援の成
功事例を知ることができました。
　この他、ＬＩＮＥを使った関
係者間の迅速な災害情報の共有

や自主防災ボランティアとなる
住民の育成など、発災時に行政
と地域が協働できる仕組みづく
りが印象的でした。
　今後も、異なる文化間の交流
から得られるさまざまな気付き
を通して、お互いの地域に役立
つ活動を続けていきます。

▲台湾訪問の様子

▲今も多くの人々が視察に訪れる傾斜家屋

期 間　２月６日（木）～２６日（水）

若柳太極拳同好会

※市内で活動する団体の
　情報をお寄せください

　私たちは、６０歳代から９０歳代までの男女４０人の会
員と６人の指導員で活動しています。
　太極拳は、ゆっくりとした動作で心身のバランスを整
え、リラックス効果を得る運動です。練習は、毎週月曜日
と金曜日の午前１０時から１２時まで、若柳公民館で行っ
ています。
　経験年数に応じて５つのグループに分かれて活動してお
り、初心者でも自分のペースで安心して楽しむことができ
ます。また、各グループには専属の指導員がいるため、手
厚いサポートを受けられます。さらに、安全に筋力アップ
や健康維持ができるため、年齢や性別を問わず誰でも始め
られます。
　見学や体験はいつでも大歓迎です。ぜひ気軽にお越しく
ださい。
　

若柳太極拳同好会　舟橋
　 ☎（２２）１０２７

情報交換プラザ展示

※個人・グループ活動の発表をしてみませんか。無料で利用できます。

                                                                                                  く

ぶ     に    やま

栗駒山麓ジオトレイルセクションハイクイベントを開催

▲トレイルイベントの様子

　ジオパークを全身で体感して、学び、楽しむためのコンテンツの１つとして、市内のジオパークエリ
アを歩く「栗駒山麓ジオトレイル」の全ルート開通を目指しています。ジオトレイルの知識を学ぶため、
市内ジオパークエリアの一部を歩くイベントを開催します。ぜひ、参加してください。

●日　時　２月２２日（土）　午前９時～午後１時
●場　所　金成地区有壁他
●講　師　くりこま高原自然学校　校長　塚原俊也 氏
●定　員　２０人
●参加費　無料
●申し込み　開催日の５日前までに問い合わせ先に電話または、

ファクスで申し込みください。

つか  はら とし   や

100

ジオパーク推進室

ジオパーク ジオパーク

Facebook LINE

ジオパーク

市ウェブサイト

☎（２４）８８３６
ファクス（４５）５９３６

図書館

市ウェブサイト

図書館

Facebook

市立図書館☎（２１）１４０３
【開館時間】
●火～金曜日：午前１０時～午後６時
●土・日曜日：午前　９時～午後５時

【休館日】
●毎週月曜日、祝日（月曜日が祝日の

場合、その翌日も休館）

お す す め今月の 本
お知らせ
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２
月
に
な
り
ま
し
た
。
暦
の

上
で
は
春
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ

寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
朝
方
は

特
に
冷
た
い
空
気
が
身
に
染
み

る
の
で
、朝
食
の
後
に
飲
む
コ
ー

ヒ
ー
の
温
か
さ
が
、
と
て
も
あ

り
が
た
く
感
じ
ま
す
。

　
私
は
コ
ー
ヒ
ー
が
好
き
で
、

昔
か
ら
、
朝
の
１
杯
で
１
日
の

ス
タ
ー
ト
を
切
る
の
が
日
課
で

す
。
コ
ー
ヒ
ー
の
香
ば
し
い
香

り
と
と
も
に
、
頭
が
し
ゃ
き
っ

と
さ
え
わ
た
る
感
じ
が
何
と
も

言
え
ま
せ
ん
。

 

毎
朝
、
家
族
の
コ
ー
ヒ
ー
を

入
れ
る
の
は
私
の
仕
事
な
の
で
、

日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
、
お
い

し
い
一
杯
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

お
気
に
入
り
の
マ
グ
カ
ッ
プ
を

両
手
で
包
み
な
が
ら
、
一
口
ず

つ
味
わ
う
時
間
が
、
ち
ょ
っ
と

し
た
癒
し
の
ひ
と
と
き
で
す
。

 

公
務
で
お
会
い
し
た
市
民
の

皆
さ
ん
と
、
コ
ー
ヒ
ー
の
話
題

で
お
話
し
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
好
み
の
品
種
や
入
れ
方
な

ど
三
者
三
様
で
、
新
た
な
発
見

も
あ
り
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

 

市
の
課
題
を
捉
え
る
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
か
ら
、

し
っ
か
り
と
要
望
や
困
り
ご
と

に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
が
、
同
時
に
肩
の
力
を
抜
い

て
、
互
い
に
好
き
な
物
の
話
を

し
な
が
ら
、
打
ち
解
け
る
時
間

も
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
私
は
何
と
い
っ

て
も
ブ
ラ
ッ
ク
派
。
コ
ー
ヒ
ー

の
よ
う
に
、
キ
レ
の
あ
る
味
わ

い
深
い
人
に
な
り
た
い
で
す
。

大
切
な
ひ
と
と
き

令
和
７
年
第
２
回

栗
原
市
議
会
定
例
会

●
日
程
・
内
容

□
２
月
12
日（
水
）本
会
議
　
会

期
の
決
定
、
議
案
の
提
案
理

由
説
明
な
ど

□
19
日（
水
）本
会
議
　
一
般
質

問（
代
表
質
問
）

□
20
日（
木
）〜
25
日（
火
）本
会

　
議
　
一
般
質
問（
個
人
質
問
）

□
26
日（
水
）本
会
議
　
一
般
質

問（
個
人
質
問
）、
議
案
の
総

括
質
疑
な
ど

□
27
日（
木
）〜
28
日（
金
）各
常

任
委
員
会
・
予
算
特
別
委
員

会
　
付
託
議
案
審
査

□
３
月
３
日（
月
）本
会
議
　
各

常
任
委
員
会
・
予
算
特
別
委

員
会
委
員
長
報
告
、
質
疑
、

討
論
、
採
決
な
ど

□
4
日（
火
）〜
７
日（
金
）予
算

特
別
委
員
会
　
令
和
７
年
度

当
初
予
算
議
案
の
審
査

□
10
日（
月
）本
会
議
　
予
算
特

別
委
員
会
委
員
長
報
告
、
質

疑
、
討
論
、
採
決
な
ど

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
会

※

一
般
質
問
や
議
案
の
件
数
に
よ
っ
て
、

会
期
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
開
会
時
間
　
午
前
10
時
〜

※

３
月
３
日（
月
）は
、
午
後
１
時
30
分

開
会

●
場
所
　
市
役
所
４
階
　
議
場

●
傍
聴
　
席
数
25
席

※

車
い
す
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

●
請
願
・
陳
情
の
提
出
　
本
定
例

会
で
審
査
す
る
請
願
ま
た
は
、

紹
介
す
る
陳
情
は
、
２
月
25
日

　（
火
）正
午
ま
で
、
議
会
事
務
局

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

議
会
中
継
の
視
聴
方
法

　
議
会
の
本
会
議
な
ど
の
中
継
は
、

本
庁
舎
お
よ
び
、
各
総
合
支
所
の

テ
レ
ビ
で
視
聴
で
き
る
他
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
議
会
情
報
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
議
会
事
務
局

☎（
22
）１
１
７
０

令
和
７
年
度
任
期
付

市
費
負
担
教
員
採
用
試
験

　
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な

学
び
の
充
実
を
目
指
し
、少
人
数
で

の
学
級
編
成
を
行
う
た
め
、
任
期

付
市
費
負
担
教
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
選
考
種
別

　
□
一
般
選
考

　
□
教
職
経
験
者
特
別
選
考

●
申
込
期
限
　
２
月
14
日（
金
）

●
試
験
日
　
２
月
22
日（
土
）

●
試
験
会
場
　
金
成
庁
舎

●
試
験
方
法

□
一
般
選
考
　
小
論
文
、
面
接

□
教
職
経
験
者
特
別
選
考
　
面
接

●
採
用
区
分
、
採
用
人
数

　
□
小
学
校
教
諭
　
　
9
人
程
度

　
□
中
学
校
教
諭
　
　
3
人
程
度

●
受
験
資
格

共
通
事
項

□
教
育
職
員
免
許
法
に
規
定
す

る
小
学
校
、
中
学
校
教
諭
の

普
通
免
許
状
を
所
有
し
て
い

る
人
ま
た
は
、
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
人

□
地
方
公
務
員
法
第
16
条
お
よ

び
、
学
校
教
育
法
第
９
条
の

欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
人

教
職
経
験
者
特
別
選
考

□
宮
城
県
職
員
永
年
勤
続
者
表

彰（
宮
城
県
職
員
表
彰
規
定

第
５
条
）の
表
彰
を
受
け
て

い
る
人
ま
た
は
、
宮
城
県
以

外
の
自
治
体
で
同
等
の
表
彰

を
受
け
て
い
る
人

●
申
し
込
み
　
募
集
要
項
と
申
込

書
　
は
、
金
成
庁
舎
２
階
学
校

教
育
課
で
配
布
し
ま
す
。
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

学
校
教
育
課
に
持
参
ま
た
は
、

　
一
迫
地
区
小
坂
本
の
白
山
神
社

に
は
、
３
基
の
板
碑
が
あ
り
ま
す
。

板
碑
と
は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
供

養
の
た
め
や
、
生
前
に
自
身
の
死

後
の
冥
福
を
祈
る
た
め
に
造
ら
れ

た
中
世
の
石
碑
で
す
。
そ
の
素
材

は
、
板
状
に
加
工
し
や
す
い
粘
板

岩
製
の
も
の
が
主
流
で
す
が
、
小

坂
本
白
山
神
社
の
板
碑
は
安
山
岩

の
河
原
石
を
素
材
と
し
て
い
ま
す
。

　
３
基
の
板
碑
は
、
高
さ
が
そ
れ

ぞ
れ
56
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル（
１
号

碑
）、60
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル（
２
号

碑
）、20
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル（
３
号

碑
）で
、
３
号
碑
は
下
部
が
欠
損

し
て
い
て
、
元
の
高
さ
は
不
明
で

す
。
１
号
碑
と
３
号
碑
に
は
大
日

如
来
、
２
号
碑
に
は
地
蔵
菩
薩
を

表
す
梵
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
の
碑
に
も「
願
文
」が
無
い

こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
供
養
を

願
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
か
、分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　
年
号
に
つ
い
て
は
、
１
号
碑
に

の
み「
文
保
二
年
戌
年
八
月
八

日
」と
あ
り
、
1
3
1
8
年
に
造

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
他
の
２
基
に
は
年
号
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
梵
字
の
形
か
ら

２
号
碑
は
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南

北
朝
時
代
初
期
、
３
号
碑
は
南
北

朝
時
代
前
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
安
山
岩
の
河
原
石
を
素
材
と
し

た
板
碑
は
大
崎
平
野
以
南
に
多
く
、

市
内
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
地
で
、
ど
の
よ
う
な
人
々
が

何
を
願
っ
た
の
か
。
丸
み
を
帯
び

た
こ
の
石
碑
に
、
当
時
の
人
々
の

祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

郵
送
は
、
２
月
14
日（
金
）当
日
消
印

有
効

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確

認
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
教
育
部
学
校
教
育
課

　
〒
９
８
９-

５
１
７
１

　
栗
原
市
金
成
沢
辺
町
沖
２
０
０

番
地
　
　
　
☎（
42
）３
５
１
２

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
、
緊
急
地

震
速
報
な
ど
、緊
急
情
報
を
瞬
時
に

伝
達
す
る「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム（
Ｊ‐

ア
ラ
ー
ト
）」の
全
国
一

斉
情
報
伝
達
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
日
時
　
２
月
12
日（
水
）

　
午
前
11
時
こ
ろ

●
試
験
内
容
　
緊
急
時
に
迅
速
・

確
実
に
緊
急
情
報
を
伝
え
る
た

め
、
国
か
ら
配
信
さ
れ
た
緊
急

情
報
を
受
信
し
、
防
災
行
政
無

線
を
自
動
起
動
さ
せ
て
、
試
験

用
の
放
送
を
市
内
一
斉
に
流
し

ま
す
。

※

当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
で
午
前
９

時
45
分
に
試
験
実
施
の
事
前
告
知
放

送
を
行
い
ま
す
。

※

災
害
の
発
生
状
況
、
気
象
状
況
に
よ

り
、
試
験
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
放
送
内
容
　
防
災
行
政
無
線
か

ら
、
次
の
内
容
が
一
斉
に
放
送

さ
れ
ま
す
。

□「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

　
ス
ト
で
す
」（
３
回
繰
り
返
し
）

□「
こ
ち
ら
は
防
災
く
り
は
ら

広
報
で
す
」

※

安
全
安
心
メ
ー
ル
に
よ
る
配
信
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

高
齢
者
の
運
転
免
許

自
主
返
納
支
援

　
市
で
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
高
齢
者
に「
運
転
免
許

自
主
返
納
者
証（
プ
ラ
チ
ナ
パ
ス
）」

を
交
付
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
　
市
内
に
住
所
が
あ
る

満
65
歳
以
上
で
、
運
転
免
許
証

を
自
主
的
に
返
納
し
た
人

●
支
援
内
容

□
金
成
延
年
閣
、
花
山
温
泉
温

　
湯
山
荘
、ハ
イ
ル
ザ
ー
ム
栗
駒

　
の
入
浴
料
・
利
用
料
の
免
除

※

３
施
設
合
わ
せ
て
３
回
ま
で
利

用
可
能

□
支
援
店
の
利
用
に
よ
る
特
典

や
サ
ー
ビ
ス

□
市
の
文
化
財
施
設
な
ど
、
対

象
施
設
の
入
館
料
無
料

●
運
転
経
歴
証
明
書
で
受
け
ら
れ

る
支
援
　
運
転
経
歴
証
明
書
の

提
示
で
、
次
の
支
援
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

□
タ
ク
シ
ー
乗
車
料
金
10
パ
ー

セ
ン
ト
割
引

□
大
型
ス
ー
パ
ー
で
の
割
引
な
ど

●
申
請
に
必
要
な
書
類

□
運
転
免
許
取
消
通
知
書
の
写

し
ま
た
は
、
運
転
経
歴
証
明

書
の
写
し

※

運
転
免
許
取
消
通
知
書
、
運
転
経

歴
証
明
書
の
交
付
手
続
き
は
、
警

　
察
署
ま
た
は
、運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
顔
写
真（
縦
３
・
０
×
横
２
・

　
４
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

●
申
請
方
法
　
各
総
合
支
所
市
民

サ
ー
ビ
ス
課
に
備
え
付
け
の
申

請
書
　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
後
日
、
運
転
免
許
自
主
返
納

者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

こ
よ
み

▲（左から）１号碑、２号碑、３号碑▲愛用のコーヒーセットが大切な
　ひとときを生む

議会中継

種
　
　
別
　
市
指
定
有
形
文
化
財

指
　定
　日
　
昭
和
36
年
７
月
１
日

所
　在
　地
　
一
迫
字
小
坂
本

小
坂
本
白
山
神
社
板
碑
群

234 市
内
の
文
化
財
散
策

こ
　 さ
か
　も
と
　は
く  

さ
ん
　じ
ん
　じ
ゃ
　い
た
　び
　 ぐ
ん
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確
定
申
告
は
電
子
申
告

（
ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
）が
便
利

　
所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告
書
は
、

国
税
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
利

用
す
る
と
、
自
宅
で
い
つ
で
も
作

成
で
き
ま
す
。

　
自
宅
で
作
成
し
た
申
告
書
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か

ら
電
子
申
告
で
き
る
他
、
印
刷
し

て
郵
送
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　
　
　

　
　

●
郵
送
先
　
仙
台
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー

　
〒
９
８
０-

８
４
０
６

　
仙
台
市
青
葉
区
上
杉
１
丁
目
１

番
１
号
　
仙
台
北
税
務
署
内

●
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー

　
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
５
７
０-

０
１
５
９
０
１

電
子
申
告
ま
た
は
税
務
署
で
申
告

が
必
要
な
人

□
年
末
調
整
に
含
め
て
い
な
い
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
お
よ
び

住
宅
関
連
税
額
控
除
の
適
用
を

受
け
る
人

□
建
物・経
費
計
算
が
複
雑
な
土
地

　
な
ど
の
不
動
産
を
譲
渡
し
た
人

□
株
式
配
当
の
課
税
方
式
の
選
択

　
や
判
断
が
必
要
な
も
の
、
株
式

　
の
譲
渡
に
係
る
申
告
を
す
る
人

□
青
色
申
告
を
行
う
事
業
主

□
先
物
、
雑
損
控
除
に
係
る
申
告

を
す
る
人

□
そ
の
他
、
高
度
な
判
断
を
必
要

　
と
す
る
人

税
務
署
申
告
に
係
る
事
前
手
続
き

　
申
告
書
作
成
会
場
の
混
雑
緩
和

の
た
め
、
入
場
に
は
整
理
券
が
必

要
で
す
。
入
場
整
理
券
は
、
税
務

署
で
の
当
日
配
布
と
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
よ
る
事
前
発
行
が
あ
り
ま
す
。

　
配
布
方
法
の
詳
細
は
、
国
税
庁

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
す
る
か
、

築
館
税
務
署
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
入
場
整
理
券
の
配
布
状

況
に
応
じ
て
、
後
日
の
来
場
を
お

願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
開
設
期
間
　
２
月
17
日（
月
）〜

３
月
17
日（
月
）

●
開
設
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

●
申
告
・
納
付
期
限

　
３
月
17
日（
月
）

　
築
館
税
務
署

☎（
22
）２
２
６
１

　
総
務
部
税
務
課☎（

22
）１
１
２
１

市
県
民
税
の
申
告

　
市
県
民
税
の
申
告
は
、
国
民
健

康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
算
出
の
基

礎
と
な
る
他
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
影
響
す
る
た
め
、
収
入
が
な

い
場
合
で
も
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
次
の
い
ず
れ
か
を
提
出

し
て
い
る
場
合
は
、
市
県
民
税
の

申
告
は
不
要
で
す
。

□
所
得
税
の
確
定
申
告
書

□
簡
易
申
告
書

※
簡
易
申
告
書
は
、
収
入
が
な
か
っ
た
人

や
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税
収
入
の
み

の
人
な
ど
が
使
用
で
き
る
申
告
書
で
す
。

※
簡
易
申
告
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
て
い
る
他
、
税
務
課
や
各
総
合

支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

●
申
告
書
の
提
出
　
申
告
書
　
に

記
入
の
上
、
税
務
課
に
直
接
ま

た
は
、
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
告
会
場
で
申
告

　
で
き
る
だ
け
、
居
住
す
る
地
区

で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
地
区
ご
と
の
申
告
相
談
日
程
は
、

表
の
と
お
り
で
す
。
各
行
政
区
の

相
談
日
は
、
１
月
16
日（
木
）に
配

布
し
た「
令
和
７
年
度
市
県
民
税

申
告
の
お
知
ら
せ
」を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
税
務
課
☎（
22
）１
１
２
１

市
立
病
院
令
和
５
年
度

取
組
事
項
に
対
す
る
点

検
・
評
価

　
令
和
６
年
度
栗
原
市
立
病
院
経

営
評
価
委
員
会
に
お
い
て
、令
和
５

年
度
取
組
事
項
に
対
す
る
点
検
・

評
価
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。
　

栗
原
中
央
病
院

□
救
急
車
受
入
件
数
は
、
前
年
度

よ
り
３
２
６
件
増
加
の
２
９
１

４
件
。
目
標
と
し
た
２
千
件
を

大
き
く
上
回
り
、
評
価
が
で
き

ま
す
。

□
他
の
機
関
か
ら
の
紹
介
件
数
は
、

前
年
度
よ
り
３
４
９
件
減
少
の

７
１
８
４
件
。
今
後
、
地
域
医

療
機
関
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
、

さ
ら
に
紹
介
件
数
を
増
や
す
取

り
組
み
が
望
ま
れ
ま
す
。

□
入
院
や
外
来
診
療
の
収
益
が
計

画
値
よ
り
も
下
回
っ
て
お
り
、

特
に
入
院
収
益
は
、
計
画
値
と

の
開
き
が
大
き
く
、
マ
イ
ナ
ス

９
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
留
意
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

□
新
入
院
患
者
数
の
増
加
が
見
込

め
な
い
よ
う
な
需
要
環
境
で
あ

る
場
合
、
提
供
体
制
の
再
構
築

を
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

若
柳
病
院

□
病
床
数
を
75
床
に
削
減
す
る
大

き
な
決
断
を
し
て
い
ま
す
。

□
外
来
患
者
数
や
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
の
病
床
利
用
率
は
目
標
値

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
数
値
目

標
だ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
、
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的

な
改
善
策
が
必
要
で
す
。

□
計
画
値
と
比
較
す
る
と
、
入
院
、

外
来
収
益
や
病
床
利
用
率
な
ど
、

各
種
指
標
の
目
標
達
成
に
至
っ

て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
そ
の

要
因
の
分
析
が
必
要
で
す
。

□
高
齢
化
社
会
に
よ
る
、
介
護
施

設
の
医
療
ニ
ー
ズ
を
考
え
る
と
、

医
療
・
介
護
連
携
は
密
接
に
つ

な
が
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
介
護
施
設
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
で
収
益
に
貢
献
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

栗
駒
病
院

□
病
床
数
を
減
ら
し
、
稼
働
率
が

90
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
と
ニ
ー
ズ

に
見
合
っ
た
病
院
規
模
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

□
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
に
伴
い
、

減
価
償
却
費
の
増
加
な
ど
、
今

後
は
１
億
円
を
超
え
る
高
水
準

で
赤
字
が
続
く
見
込
み
が
経
営

強
化
プ
ラ
ン
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
病
床
利
用
率
の
維
持
や
人

件
費
、
材
料
費
な
ど
の
費
用
増

加
に
対
し
、
留
意
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

□
各
指
標
の
実
績
は
、
目
標
値
を

ほ
ぼ
上
回
る
よ
う
な
数
値
で
す

が
、
収
支
に
関
し
て
、
給
与
費

が
か
な
り
高
い
割
合
に
な
っ
て

い
ま
す
。
人
員
削
減
は
簡
単
な

話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
取
り

組
ま
な
い
と
、
改
善
に
つ
な
が

り
ま
せ
ん
。

病
院
事
業
の
全
体
評
価

□
こ
れ
か
ら
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

の
状
況
で
、
入
院
患
者
数
の
増

加
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
た
め
、

戦
略
が
必
要
で
す
。

□
こ
こ
数
年
で
病
床
数
を
削
減
し
、

思
い
切
っ
た
政
策
を
取
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も
人
口
減
少
と

医
療
需
要
の
減
少
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
栗
原
中
央
、
若
柳
、

栗
駒
の
市
立
３
病
院
が
協
力
し

な
が
ら
、
お
互
い
の
機
能
を
補

て
ん
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

□
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
で
、
収
益
が

　
下
が
る
の
に
合
わ
せ
、苦
労
し
な

　
が
ら
コ
ス
ト
も
下
げ
て
い
ま
す

が
、
人
件
費
の
適
正
化
も
検
討

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

□
今
後
の
需
要
見
通
し
に
合
わ
せ

た
病
床
数
の
適
正
化
や
戦
略
的

に
増
や
す
こ
と
で
利
益
の
上
が

る
部
門
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
勘

案
し
な
が
ら
経
営
す
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。
　
　

□
入
院
患
者
や
外
来
患
者
を
増
や

　
す
の
は
難
し
い
た
め
、効
率
性
を

　
上
げ
て
い
く
努
力
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　
市
の
病
院
事
業
で
は
、
令
和
６

年
３
月
に
改
訂
し
た
、
第
四
次
経

営
健
全
化
計
画
に
基
づ
い
て
、
市

立
３
病
院
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果

た
し
な
が
ら
、
経
営
改
善
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
　
　

　
令
和
５
年
度
病
院
事
業
決
算
で

は
、
赤
字
額
が
８
億
７
６
２
万
円

と
な
り
、
赤
字
の
累
積
額
は
97
億

90
万
円
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
市
民

の
税
金
で
賄
っ
て
い
る
市
の
一
般

会
計
か
ら
病
院
事
業
へ
の
繰
入
額

は
、
18
億
９
千
５
７
８
万
円
に
上

り
、
市
の
財
政
を
大
き
く
圧
迫
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
令
和
３

年
度
と
令
和
５
年
度
に
、
需
要
に

合
わ
せ
た
病
床
数
に
見
直
す
病
床

数
の
適
正
化
を
進
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
人
口
減
少
に
伴
う
患

者
数
の
減
少
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
感
染
症
法
上
の
５

類
に
移
行
し
た
こ
と
で
、
国
か
ら

の
関
連
交
付
金
が
減
少
し
た
こ
と
、

さ
ら
に
は
、
発
熱
外
来
患
者
数
の

減
少
に
よ
り
、
経
営
は
改
善
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
今
後
も
栗
原
中
央
、
若
柳
、
栗

駒
の
市
立
３
病
院
と
高
清
水
、
瀬

峰
、
鶯
沢
、
花
山
の
各
診
療
所
を

維
持
・
継
続
し
て
い
く
た
め
、
病

床
数
の
適
正
化
や
機
能
分
担
な
ど

の
方
向
性
を
検
討
し
、
経
営
健
全

化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

※

報
告
書
全
文
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
医
療
局
医
療
管
理
課

☎（
21
）５
６
３
１

春
の
祭
典「
舞
踊
と
民
謡

流
派
の
集
い
」

　
市
内
の
舞
踊
・
民
謡
団
体
に
よ

る
発
表
会
を
、
若
柳
ド
リ
ー
ム
・

パ
ル
で
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
２
日（
日
）

　
午
後
１
時
〜

※

午
後
０
時
30
分
開
場

●
料
金

　
□
全
席
自
由
　
　
　
５
０
０
円

※

チ
ケ
ッ
ト
完
売
の
場
合
、
当
日
券
の

販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
２
月
４
日（
火
）

　
午
前
10
時
か
ら
、
若
柳
ド
リ
ー

ム
・
パ
ル
で
販
売
し
ま
す
。

※

月
曜
日
は
休
館
日

　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

☎（
32
）６
６
０
０

イ 

ー    

タ 

ッ 

ク 

ス

国税庁
ウェブサイト

申告会場で申告

動画で見る
確定申告

国税庁
ウェブサイト

確定申告書等
作成コーナー

国税庁
ウェブサイト

表　市県民税の申告日程・会場

●平日・休日相談
 【午前の部】
　午前９時～
　（受付　午前８時３０分～
　　１１時）

 【午後の部】
　午後１時～
　（受付　午前１１時～
　 午後３時）

　※午前の部が混雑する場合、
　　午後の受け付けになるこ
　　とがあります。

３月９日（日）

３月２日（日）

― 

３月９日（日）

２月１６日（日）

― 

２月１６日（日）
３月９日（日）

２月１６日（日）
３月２日（日）

２月１２日（水）～３月１７日（月）

３月７日（金）～１７日（月）

２月２５日（火）～３月１７日（月）

２月２１日（金）～３月５日（水）

２月１２日（水）～１９日（水）

３月３日（月）～１７日（月）

２月１２日（水）～２６日（水）

２月１２日（水）～１８日（火）

築　館

若　柳

栗　駒

高清水

一　迫

瀬　峰

鶯　沢

金　成

志波姫

花　山

時　 間会　場
日　程

期　間 休日相談

２月１７日（月）

３月３日（月）

―

―

―

３月１０日（月）

２月１７日（月）

―

実施しない日

市ウェブサイト

経営健全化の取組
※平日相談は、祝日を除く月～金曜日です。また、休日相談は居住する地区以外の会場でも受け付け可能です。
※会場は、鶯沢地区は鶯沢振興センター、志波姫地区は志波姫この花さくや姫プラザ、その他の地区は各総合支所です。



２３　　広報くりはら　令和７年２月１日 広報くりはら　令和７年２月１日　　２２各総合支所の問い合わせ先　 築館 ☎（２２）１１１１　若柳 ☎（３２）２１２１　栗駒 ☎（４５）２１１１　高清水 ☎（５８）２１１１　一迫    ☎（５２）２１１１　瀬峰 ☎（３８）２１１１　鶯沢 ☎（５５）２１１１　金成 ☎（４２）１１１１　志波姫 ☎（２５）３１１１　花山 ☎（５６）２１１１

市からのお知らせ市からのお知らせ 栗原市ウェブサイト　     https://www.kuriharacity.jp/ＵＲＬ 栗原市の市外局番　0228記号の説明　　この記号がついて　いる様式などは、市ウェブサイトからダウンロードできます。

住
民
税
非
課
税
世
帯
に

対
す
る
給
付
金
申
請
は

２
月
 28
日
ま
で
に

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
な
ど
、

価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
非
課

税
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

給
付
金
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
給
付
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に

は
確
認
書
ま
た
は
、
申
請
書
を
１

月
上
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
申

請
を
ま
だ
し
て
い
な
い
人
は
、
期

限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る

経
済
対
策
給
付
金

●
対
象
　
基
準
日（
令
和
６
年
12

月
13
日
）に
、
世
帯
全
員
が
令

和
６
年
度
住
民
税
非
課
税
で
あ

る
世
帯

※

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
者
の
扶

養
親
族
な
ど
の
み
か
ら
な
る
世
帯
は

除
く

●
給
付
金
額

　
１
世
帯
当
た
り
　
　
　
３
万
円

こ
ど
も
加
算

●
対
象
　
給
付
金
受
給
対
象
世
帯

の
う
ち
、
18
歳
以
下（
平
成
18

年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降
）の

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯

※

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
、
基
準
日
以

降
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
、
離
婚
な
ど

に
よ
り
世
帯
構
成
が
変
更
と
な
っ
た

子
ど
も
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

●
給
付
金
額

　
児
童
１
人
当
た
り
　
　
２
万
円

共
通
事
項

●
申
込
期
限
　
２
月
28
日（
金
）

●
申
込
方
法
　
確
認
書
や
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
社

会
福
祉
課
ま
た
は
、
各
総
合
支

所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　
市
県
民
税
の
申
告
が
済
ん
で
い

な
い
人
は
、
税
務
課
ま
た
は
、
各

総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
収
入
・
所
得
が
な
い
人
で
も
、
申
告
を

し
て
い
な
い
と
課
税
内
容
が
確
認
で
き

な
い
た
め
、
給
付
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

☎（
22
）１
３
４
０

犯
罪
被
害
者
な
ど
の
支
援

　
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
基
づ

き
、
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
、

遺
族
に
寄
り
添
い
、
個
人
の
尊
厳

と
権
利
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、

再
び
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
、

警
察
署
な
ど
と
連
携
協
力
の
下
、

個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
の

確
保
に
最
大
限
配
慮
し
て
支
援
を

行
い
ま
す
。

相
談
窓
口
の
設
置

　
社
会
福
祉
課
に
相
談
窓
口
を
設

置
し
、
相
談
者
の
状
況
に
応
じ
た
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
・
制
度
の
情
報
提

供
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
者
の
意
向
を
確
認

し
、
必
要
に
応
じ
て
警
察
署
や
関

係
機
関
と
連
携
協
力
し
て
、
支
援

を
行
い
ま
す
。

支
援
金
の
支
給

●
対
象
者
　
市
内
在
住
の
犯
罪
被

害
者
と
そ
の
家
族
、
遺
族

●
対
象
被
害
　
故
意
の
犯
罪
行
為

に
よ
る
死
亡
ま
た
は
、
１
カ
月

以
上
の
療
養
を
要
す
る
被
害

※

過
失
に
よ
る
交
通
事
故
の
被
害
は
対

象
外

●
各
種
支
援
金

　
□
遺
族
支
援
金
　
　
　
30
万
円

　
□
傷
害
支
援
金
　
　
　
10
万
円

　
□
死
体
検
案
費
用
支
援
金

最
大
10
万
円

※

死
体
検
案
に
か
か
っ
た
費
用
が
、

10
万
円
未
満
の
場
合
は
、
そ
の
実

費
相
当
分

皆
さ
ん
へ
お
願
い

　
犯
罪
被
害
者
な
ど
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
や
、
支
援
の
必
要
性
を

理
解
し
、
配
慮
に
欠
け
た
言
動
や

誹
謗
中
傷
な
ど
、
二
次
的
被
害
が

生
じ
な
い
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

☎（
22
）１
３
４
０

オ
ン
ラ
イ
ン
で
転
出

届
が
提
出
で
き
ま
す

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
使
用
し
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
転
出
届
の
提
出
が
で

き
ま
す
。

　
利
用
で
き
る
人
は
、
電
子
証
明

書
が
有
効
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
国
内
で

引
っ
越
し
を
す
る
人
で
す
。
単
身

で
の
引
っ
越
し
の
他
、
本
人
と
同

一
世
帯
員
、
本
人
以
外
の
世
帯
員

の
引
っ
越
し
で
も
利
用
可
能
で
す
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
転

出
届
を
提
出
し
た
人
で
あ
っ
て
も
、

転
入
先
市
区
町
村
の
窓
口
で
、
転

入
届
な
ど
の
手
続
き
は
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

協
力
事
業
者
説
明
会

　
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
し

た
人
な
ど
に
返
礼
品
と
し
て
、
市

内
の
産
品
な
ど
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
こ
の
返
礼
品
の
募
集
に
向
け

た
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
２
月
19
日（
水
）

　
午
後
２
時

●
場
所
　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

概
要
、
返
礼
品
登
録
ま
で
の
手

続
き
方
法
な
ど

●
対
象
者
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
を
納
品
で
き
る
人
や
団
体

●
返
礼
品
の
対
象
と
な
る
も
の

□
市
内
で
生
産
や
加
工
さ
れ
た

農
産
品
、
特
産
品

□
市
内
の
工
場
な
ど
で
製
造
さ

れ
た
製
造
品

□
市
内
で
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
て
い
る
も
の

□
市
内
で
行
え
る
体
験
メ
ニ
ュ
ー

　
な
ど

※

季
節
限
定
品
、
数
量
限
定
品
、
単
品
、

詰
め
合
わ
せ
品
も
対
象
で
す
。

●
申
し
込
み
　
２
月
18
日（
火
）ま

で
、
申
込
書
　
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
に

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
商
工
観
光
部
産
業
戦
略
課

☎（
22
）１
２
２
０

フ
ァ
ク
ス（
22
）０
３
1
5

kuriharaouen@kuriharacity.jp

電
池
類
の
捨
て
方

　
ご
み
収
集
作
業
中
や
ご
み
処
理

施
設
で
、
電
池
類
が
強
い
衝
撃
や

圧
力
を
受
け
て
火
災
に
な
る
事
例

が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

●
電
池
類
の
捨
て
方
　
モ
バ
イ
ル

バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
の
電
池
類
は
、

年
１
回
、
各
家
庭
に
配
布
し
て

い
る
使
用
済
電
池
回
収
袋（
黄

色
の
袋
）に
入
れ
て「
燃
や
せ
な

い
ご
み
の
日
」に
ご
み
集
積
所

へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
ボ
タ
ン
電
池
や
小
型

充
電
式
電
池
を
出
す
と
き
は
、

プ
ラ
ス
極
と
マ
イ
ナ
ス
極
に
セ

ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
な
ど
を
貼
っ
て
、

絶
縁
処
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
回
収
す
る
電
池
類
　
マ
ン
ガ
ン

乾
電
池
、
ア
ル
カ
リ
乾
電
池
、

ボ
タ
ン
電
池
、
小
型
充
電
式
電

池（
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
や

ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
な
ど
）、

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、
電
子

た
ば
こ（
加
熱
式
た
ば
こ
）本
体

※

使
用
済
電
池
回
収
袋
の
中
に
、ラ
イ
タ
ー

　
な
ど
の
異
物
が
混
入
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
電
池
類
だ
け
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

※

膨
張
や
変
形
し
た
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

　
な
ど
は
、
環
境
課
ま
た
は
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

　
市
で
は
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ※

を
理
由
に
、
現
行
の
婚
姻
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
が
難
し
い
カ
ッ
プ

ル
に
つ
い
て「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
」を
導
入
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
の
届
出
を
市
が
受
領
す
る
こ

と
で
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人

が
対
外
的
に
カ
ッ
プ
ル
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
法
的

な
効
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
こ
れ
ま
で
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
的

配
慮
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

※

同
性
が
好
き
な
人
や
、
自
分
の
性
に
違

和
感
を
覚
え
る
人
、
性
同
一
性
障
害
の

人
な
ど

●
開
始
日
　
２
月
１
日（
土
）

●
宣
誓
で
き
る
人
　
次
の
す
べ
て

　
の
要
件
に
該
当
し
、パ
ー
ト
ナ
ー

　
シ
ッ
プ
関
係
に
あ
る
人

□
パ
ー
ト
ナ
ー
双
方
が
成
人
で

あ
る
こ
と

□
パ
ー
ト
ナ
ー
の
双
方
ま
た
は

い
ず
れ
か
が
市
民
で
あ
る
こ

と（
転
入
予
定
を
含
む
）

□
パ
ー
ト
ナ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に
配

偶
者
が
な
く
、
他
に
パ
ー
ト

ナ
ー
関
係
に
あ
る
人
が
い
な

い
こ
と

□
パ
ー
ト
ナー
同
士
が
民
法
に
規

　
定
す
る
近
親
者
で
な
い
こ
と

●
宣
誓
の
流
れ

①
事
前
に
問
い
合
わ
せ
先
に
連

絡
し
、
宣
誓
日
を
予
約

②
宣
誓
日
の
10
日
前
ま
で
に
関

係
書
類
を
市
に
提
出

③
市
役
所
で
宣
誓
書
に
署
名
し

宣
誓

④
市
か
ら
宣
誓
し
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
を
交
付

●
関
係
書
類

□
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
届

□
本
人
の
顔
写
真
が
貼
付
さ
れ

た
身
分
証
明
書（
個
人
番
号

　
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
な
ど
）

□
住
民
票
の
写
し
、
ま
た
は
住

民
票
記
載
事
項
証
明
書

□
戸
籍
の
個
人
事
項
証
明
書

子
ま
た
は
親
を
宣
誓
に
含
め
る

場
合（
本
人
の
同
意
が
必
要
）

□
戸
籍
な
ど
親
子
関
係
を
証
明

す
る
書
類

□
子（
15
歳
以
上
）お
よ
び
親
が

署
名
し
た
同
意
書

宣
誓
に
通
称
を
使
用
す
る
場
合

　
郵
便
物
な
ど
日
常
生
活
で
通

称
名
の
使
用
が
確
認
で
き
る
書

類
の
写
し

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
導
入

　 

　
企
画
部
市
民
協
働
課
　
☎（
22
）１
１
６
４

デジタル庁
ウェブサイト

引越手続き
オンラインサービス

ひ
　
ぼ
う

※ボタンの配列や表記は、リモコンによって異なります。
※栗原市のテレビ回覧板が表示されない場合は、テレビの設定でお住まいの郵便番号が登録されているか確認してください。

栗原市テレビ回覧板
　ｋｈｂ東日本放送が提供するテレビのデータ放送サー
ビス「ｋｈｂテレビ回覧板」を活用して、市政情報の発信
を行っています。
　災害時の情報や、暮らしに役立つ情報などを随時発信
しています。ぜひ、ご覧ください。

❶

❷

❸

テレビを５チャンネル（ｋｈ
ｂ東日本放送）に合わせる

リモコンのｄボタンを押す

テレビ画面の「栗原市のテレビ
回覧板」を決定ボタンで選択

利用方法

●観光情報
　□イベント情報　など
●災害時の情報
　□避難所開設の情報　　
　□市内の被害状況　など
●その他
　各種市政情報をお届けします。

発信する情報
企画部市政情報課　☎（22）1126
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自
殺
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
み
ん
な
大
切
な
い
の
ち
」

標
語
決
定

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
た

自
殺
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業「
み

ん
な
大
切
な
い
の
ち
」の
標
語
募

集
に
、
２
９
３
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
最
優
秀

賞
に
次
の
作
品
が
輝
き
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
の
標
語
は
、
令
和
７

年
度
の
自
殺
防
止
啓
発
標
語
と
し

て
活
用
し
ま
す
。

●
標
語

　
一
迫
商
業
高
等
学
校
１
年

　
三
塚
　
優
菜
さ
ん（
一
迫
八
幡
）

　「
手
を
伸
ば
そ
う
　
助
か
る
命

は
　
す
ぐ
そ
こ
に
」

　　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

☎（
22
）１
3
4
0

消
火
活
動
の
協
力
に

感
謝
状
贈
呈

　
12
月
27
日（
金
）、
消
火
活
動
功

績
者
と
し
て
、
市
消
防
長
か
ら
株

式
会
社
伊
藤
土
建
に
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
12
月
２
日（
月
）に
一
迫

地
区
で
発
生
し
た
建
物
火
災
の
際
、

同
社
が
消
防
団
協
力
事
業
所
と
し

て
、バ
ッ
ク
ホ
ウ
１
台
と
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
１
人
を
提
供
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。
火
災
現
場
で
は
、

こ
の
協
力
に
よ
り
、人
力
で
は
除
去

が
難
し
い
ト
タ
ン
屋
根
な
ど
が
短

時
間
で
撤
去
さ
れ
、
鎮
火
ま
で
の

時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
本
部
総
務
課

☎（
22
）１
１
９
１

令
和
７
・
８
年
度
小
規
模

工
事
等
契
約
希
望
者
の
登

録
申
請

　
市
が
発
注
す
る
、
小
規
模
工
事

な
ど
の
受
注
を
希
望
す
る
事
業
者

の
、
登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
７
・
８
年
度
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請（
建
設
工
事
）

を
提
出
す
る
事
業
者
は
、
小
規
模

工
事
等
契
約
希
望
者
の
登
録
は
で

き
ま
せ
ん
。

●
対
象
　
市
内
に
主
た
る
事
業
所

を
有
し
、
市
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
事
業
者

●
受
付
期
限
　
３
月
14
日（
金
）

※

土
・
日
曜
日
を
除
く
、
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

※

受
付
期
限
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

●
資
格
有
効
期
間
　
４
月
１
日
〜

令
和
９
年
３
月
31
日

●
申
し
込
み
　
申
請
要
綱
　
を
確

認
し
、
申
請
書
　
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
問
い
合
わ
せ
先

に
持
参
ま
た
は
、
郵
送
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※

郵
送
は
、
３
月
14
日（
金
）必
着
で
す
。

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
管
財
課

　
〒
９
８
７-

２
２
９
３

　
栗
原
市
築
館
薬
師
一
丁
目
７
番

１
号
　
　
　
☎（
22
）１
１
１
６

地
域
お
こ
し
協
力
隊

卒
業
写
真
展

　
任
期
を
終
え
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
が
撮
影
し
た
写
真
展
を
開

催
し
ま
す
。

●
場
所
・
期
間

く
り
こ
ま
高
原
駅

□
２
月
４
日（
火
）〜
９
日（
日
）

六
日
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事

務
所

□
２
月
10
日（
月
）〜
16
日（
日
）

栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー

□
２
月
17
日（
月
）〜
24
日（
月
）

花
山
農
山
村
交
流
セ
ン
タ
ー

□
２
月
25
日（
火
）〜
３
月
２
日

　（
日
）

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

□
３
月
３
日（
月
）〜
８
日（
土
）

※

開
催
時
間
は
各
施
設
の
開
館
時
間
に

準
じ
ま
す
。

　
企
画
部
市
民
協
働
課

☎（
22
）１
１
６
４

栗
原
市
民
公
開
講
座

　
高
齢
化
が
進
む
市
で
は
、
認
知

症
は
全
て
の
市
民
が
直
面
す
る
可

能
性
の
あ
る
問
題
で
す
。

　
認
知
症
の
理
解
や
予
防
法
な
ど

を
学
ぶ
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
３
月
８
日（
土
）

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
所
　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

●
内
容
　
認
知
症
に
関
す
る
適
切

な
ケ
ア
や
予
防
法
、
備
え
方
や

介
護
の
考
え
方
な
ど

●
講
師
　
宮
城
県
認
知
症
疾
患
医
療

　
セ
ン
タ
ー
長
　
青
嶋
　利
明
　氏

●
参
加
費
　
　
　
　
　
　
　
無
料

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎（
22
）０
３
７
０

白
鳥
省
吾
記
念
館

無
料
開
放

　
白
鳥
省
吾
の
誕
生
日
で
あ
る
２

月
27
日
直
前
の
土
曜
日
は
、
入
館

料
無
料
で
す
。

　
ま
た
、
企
画
展「『
星
影
の
ワ
ル

ツ
』の
作
詞
家
白
鳥
園
枝
と
そ
の

父
白
鳥
省
吾
」を
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
２
月
22
日（
土
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
、
祝
日

※

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
火

曜
日
も
休
館

　
白
鳥
省
吾
記
念
館

☎（
23
）７
９
６
７

広
報
く
り
は
ら
読
者

ア
ン
ケ
ー
ト

　
令
和
６
年
度
広
報
く
り
は
ら
読

者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
３
０
５
人
か

ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
一
部
を
、

次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
満
足
度

　●
ど
の
程
度
読
ん
で
い
ま
す
か

　
今
後
、
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
意

見
を
参
考
に
、
よ
り
良
い
広
報
紙

に
な
る
よ
う
、
紙
面
づ
く
り
を
し

て
い
き
ま
す
。

　
意
見
は
、
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
声
を
寄
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
市
政
情
報
課

☎（
22
）１
１
２
６

放
射
能
関
連
相
談

　
測
定
を
希
望
す
る
人
は
、
問
い

合
わ
せ
先
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
測
定
内
容

□
空
間
放
射
線
量
の
出
前
式
測
定

□
食
品
・
井
戸
水
の
放
射
性
物

質
測
定

※
市
内
の
空
間
放
射
線
量
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
林
振
興
部
林
業
畜
産
課

　
放
射
性
廃
棄
物
等
対
策
室

☎（
22
）１
１
３
６

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

常
時
募
集

　
先
着
で
入
居
を
受
け
付
け
ま
す
。

□
若
柳
地
区
　
　
　
　
　
　
13
戸

□
栗
駒
地
区
　
　
　
　
　
　
４
戸

□
高
清
水
地
区
　
　
　
　
　
14
戸

□
一
迫
地
区
　
　
　
　
　
　
3
戸

□
瀬
峰
地
区
　
　
　
　
　
　
７
戸

□
鶯
沢
地
区
　
　
　
　
　
　
５
戸

□
金
成
地
区
　
　
　
　
　
　
８
戸

●
申
し
込
み
　
建
築
住
宅
課
に
問

い
合
わ
せ
の
上
、
直
接
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
建
設
部
建
築
住
宅
課

☎（
22
）１
１
５
３

広報くりはら
アンケートフォーム

栗原市
ウェブサイト

市民生活部市民課 ☎（２２）３２１１

※令和６年12月末現在、（　）は前月比

●　60,518人（△118）
　　男：29,512人（△64）  女：31,006人（△54）

●　24,837世帯（△9）
●　 20人 ●　129人
●　91人 ●　100人

 2月28 日（金）まで

※納付は口座振替が便利です
※税金などを滞納すると、延滞金がかかります「納付は納期限までに！」

国民健康保険税（第１０期） 総務部税務課  ☎（２２）１１２１

後期高齢者医療保険料（第８期）
市民生活部健康推進課  ☎（２２）０３７０

介護保険料（第６期） 市民生活部介護福祉課  ☎（２２）１３５０

▲三塚さん

み
つ  

づ
か
　
　
　
ゆ
う
　
な

あ
お 

し
ま
　  

と
し  

あ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ろ  

と
り  

そ
の
　
え

し
ろ 

と
り  

せ
い
　
ご

読まないことが
多い ２％

読んでいない 1％

だいたい
読んでいる
　　 2０％

毎号読んでいる
7６％

無回答 １％
やや不満
３％

やや満足 41％

どちらとも
いえない
　　 13％ 満足 38％

無回答 ４％不満 1％
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情報あれこれ情報あれこれ 栗原市の市外局番　0228

国
民
年
金
に
係
る
手
続
き

の
電
子
申
請
受
け
付
け
中

　
国
民
年
金
の
各
種
手
続
き
は
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
て
電

子
申
請
が
で
き
ま
す
。
24
時
間
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
手
続
き
が
で
き

る
他
、
手
続
き
の
処
理
状
況
や
申

請
結
果
を
確
認
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
と
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
の
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

便
利
な
電
子
申
請
を
、
ぜ
ひ
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
の
手
続
き

□
国
民
年
金
被
保
険
者
の
資
格

取
得（
種
別
変
更
）の
届
出

□
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納

付
猶
予
申
請

□
学
生
納
付
特
例
申
請
　
な
ど

※
詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
23
）１
２
０
０

　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０

－

０
0
3
0
0
4

自
動
車
等
の
名
義
変
更
手

続
き
や
車
検
は
お
早
め
に

　
毎
年
３
月
は
、
名
義
変
更
や
廃

車
な
ど
の
各
種
手
続
き
や
車
検
申

請
が
集
中
し
、
窓
口
が
大
変
混
雑

し
ま
す
。

　
特
に
、
週
末
や
中
旬
以
降
は
、

長
時
間
お
待
た
せ
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。手
続
き
は
早
め
に
済
ま
せ

る
よ
う
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
動
車
に
関
す
る
こ
と

　
東
北
運
輸
局
宮
城
運
輸
支
局

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
１
１

軽
自
動
車
に
関
す
る
こ
と

　
軽
自
動
車
検
査
協
会
宮
城
主
管

事
務
所
　

☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
８
３
０

く
り
は
ら
合
同
就
職

面
談
会
２
０
２
5
春

　
市
内
の
事
業
所
へ
の
就
職
、
転

職
を
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
、

合
同
就
職
面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
３
月
５
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所
　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

●
内
容
　
12
社
の
人
事
担
当
者
か

ら
、
プ
レ
面
接
形
式
で
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

※

履
歴
書
な
ど
の
応
募
書
類
は
不
要
で

す
。
正
式
な
応
募
を
希
望
す
る
場
合

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
紹
介
を
受
け

て
か
ら
面
接
と
な
り
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
築
館

☎（
22
）２
５
３
１

不
動
産
を
相
続
し
た
ら

相
続
登
記
を
忘
れ
ず
に

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
、
相
続
登

記
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
相
続
人
は
、
不
動
産
を
相
続
で

取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
、

３
年
以
内
に
相
続
登
記
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
義
務
化
の
前
に

相
続
し
た
不
動
産
も
対
象
で
す
。

な
お
、
正
当
な
理
由
が
な
く
申
請

を
し
な
い
場
合
は
、
10
万
円
以
下

の
過
料
が
科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
作
成
し
た
遺
言
書
を

法
務
局
が
責
任
を
持
っ
て
預
か
る

「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」や
、

相
続
登
記
の
専
門
家
に
よ
る
電
話

相
談
な
ど
で
、
も
し
も
の
時
に
備

え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

相
続
登
記
相
談

●
相
談
日
時
　
月
・
水
・
金
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
宮
城
県
司
法
書
士
会
相
続
登
記

相
談
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
2（

221
）６
８
７
０

相
続
登
記
、
自
筆
証
書
遺
言
書
保

管
制
度
に
関
す
る
こ
と

●
窓
口
対
応
時
間
　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

祝
日
を
除
く

　
仙
台
法
務
局
古
川
支
局
　

☎
０
２
2
９（
22
）０
５
１
０

第
 23
回
東
北
ポ
リ
テ
ッ

ク
ビ
ジ
ョ
ン

　
職
業
能
力
開
発
大
学
校
の
学
生

に
よ
る
、研
究
開
発
成
果
の
発
表
・

展
示
や
、
も
の
づ
く
り
競
技
会
を

行
い
ま
す
。

●
日
時

□
２
月
21
日（
金
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

□
２
月
22
日（
土
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

●
場
所
　
東
北
職
業
能
力
開
発
大

学
校

※

詳
し
く
は
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校

☎（
22
）２
０
８
２

栗
原
警
察
署
、
若
柳
幹

部
交
番
が
３
月
に
新
設

　
市
内
の
若
柳
警
察
署
と
築
館
警

察
署
を
統
合
し
、
新
た
に
栗
原
警

察
署
を
開
署
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
若
柳
警
察
署
内
の
署
在
地
交

番
と
若
柳
地
区
の
有
賀
駐
在
所
、

畑
岡
駐
在
所
を
統
合
し
て
若
柳
幹

部
交
番
を
新
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
築
館
警
察
署
を
解
体
後
、

令
和
８
年
度
に
栗
原
警
察
署
内
の

署
在
地
交
番
と
築
館
地
区
の
玉
沢

駐
在
所
と
富
野
駐
在
所
、
志
波
姫

地
区
の
志
波
姫
駐
在
所
を
統
合
し

て
築
館
交
番
を
新
設
し
ま
す
。

●
開
署
す
る
警
察
署

　□
名
称
　
栗
原
警
察
署

　□
開
署
日
　
３
月
21
日（
金
）

　□
場
所
　
栗
原
市
志
波
姫
南
堀

　
口
58
番

●
新
設
す
る
交
番

　若
柳
地
区

　
□
名
称
　
若
柳
幹
部
交
番

　
□
開
所
日
　
３
月
21
日（
金
）

　
□
場
所
　
栗
原
市
若
柳
字
川
南

　
南
大
通
２
番
13

　築
館
地
区

　
□
名
称
　
築
館
交
番

　
□
開
所
日
　
令
和
８
年
度
予
定

　
□
場
所
　
栗
原
市
築
館
留
場
中

　
田
２
０
１
番
地
２（
現
在
の

　
築
館
警
察
署
と
同
じ
で
す
）

※

詳
し
く
は
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　　
宮
城
県
警
察
本
部
警
務
課

☎
０
２
２（
221
）7
１
７
１

里
親
制
度
広
域
説
明
会

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、
自
分
の

家
族
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち

を
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
育
ち
を
応
援
す
る
、
里

親
制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
個
別
相
談
会
の
み
の
参
加
も
で

き
ま
す
。気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
２
月
22
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所
　
大
崎
市
図
書
館

●
内
容
　

□
里
親
制
度
に
つ
い
て

□
里
親
体
験
談

□
個
別
相
談
会

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
し
込
み
　
不
要

　
み
や
ぎ
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
け

や
き
☎
０
２
２（
718
）１
０
３
１

　

バ
ー
コ
ー
ド
決
済
で
返
金
は

詐
欺
を
疑
っ
て

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
販
売
で

商
品
を
購
入
し
た
と
こ
ろ
、
販
売

業
者
か
ら「
欠
品
の
た
め
商
品
を

販
売
で
き
な
い
。
〇
〇
ペ
イ
な
ど

の
バ
ー
コ
ー
ド
決
済
で
返
金
す

る
」と
言
わ
れ
、
送
金
を
待
っ
て

い
た
が
、
販
売
業
者
か
ら「
す
で

に
送
金
を
し
た
」と
言
わ
れ
困
っ

て
い
る
。
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
販
売
業
者
か
ら「
〇
〇
ペ
イ
で

返
金
す
る
」と
言
わ
れ
た
ら
、
詐

欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
販

売
業
者
の
指
示
に
従
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
販
売
を

利
用
す
る
場
合
、
よ
く
内
容
を
確

認
し
、
次
の
よ
う
な
販
売
業
者
は
、

詐
欺
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
販
売
サ
イ
ト
に
業
者
名
や
所
在

地
、
電
話
番
号
が
明
記
さ
れ
て

い
な
い
。

□
価
格
が
通
常
よ
り
も
格
安
。

□
支
払
い
方
法
が
銀
行
振
込
や
電

子
マ
ネ
ー
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

□
返
品
や
返
金
ル
ー
ル
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
。

　
困
っ
た
と
き
は
、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

●
相
談
日
時
　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※

祝
日
を
除
く

　
栗
原
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　（
築
館
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）

☎（
22
）１
５
０
１

　
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
消
費

生
活
相
談（
宮
城
県
栗
原
合
同

庁
舎
）
　
　
☎（
23
）５
７
０
０

日本年金機構
ウェブサイト

個人の方の
電子申請

東北職業能力
開発大学校

ウェブサイト

宮城県警
ウェブサイト



広報くりはら　令和７年２月１日　　２８今月の表紙：さをり織りを制作する鈴木さんと小岩さん

　「栗原の人たちが大切に受け継いでき
た食文化を多くの人に知ってもらいた
い」と話す、狩野さん。
　狩野さんは、一迫地区にある餅店の後
継者として家業に携わり、間もなく５年
目を迎えます。家業に興味を持ったのは、
進学した大学で経済学を学んだときのこ
と。専門的な視点を身に付ける中で、家
業が長年、人を雇用しながら地域に寄り
添い、事業を継続していることのすごさ
に気付かされたと言います。
　仙台市などにも積極的に物販に赴く狩
野さんは、うるち米の米粉から作るしん
こ餅を通じて、栗原の食や餅文化をお客
さんに伝えられることが、うれしいと言
います。また、懐かしそうに購入するお
客さんもおり、栗原が長い歴史の中で大
切に継承してきた食文化、そして、それ
を支える農業をこれからも伝えていくこ
との大切さを実感しています。
　水稲の兼業農家でもある狩野さんは、
農業が盛んな地域性を生かし、若者が誇
りを持って農業ができる地域にしたいと、
若手農業者と連携し、６次産業化に取り
組みたいと意気込んでいます。

栗原の食や餅文化を伝えたい

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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２
２
８（
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）１
１
２
６

〒987
-2293
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栗原市
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栗原市
Instagram

かり　 の　　  ひろ　 き

狩野　弘樹　さん（一迫輝井）

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙

【特集】
織りなす、いと、ひと。
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